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平
成
三
十
一
年

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日　

於
：
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

31年　新春懇親会　協賛品一覧
№ 協　賛　品 数量 ご提供先

1 銘菓詰合せ（マドレーヌ） 5個 江北町

2 銘茶セット
（蒸製玉緑茶・釜炒り茶セット） 5個 嬉野市

3 山茶花の湯　ペアチケット 10個 吉野ヶ里町

4 天衝米　2kg 15個 上峰町

5 レンコン（500g袋） 10セット 白石町

6 鳥栖のお菓子　詰合せ 10個 鳥栖市

7

県観光PRキャラクター　壷侍
有田焼カップ 10個

佐賀県
観光連盟県観光PRキャラクター　壷侍

ぬいぐるみ（30㎝） 1個

8 金柑　500g 10個 有田町

9
エミューキーカレー 5個

基山町
大光善寺　契園ペア入園券 5個

10
みやき町オリジナルワイン（赤） 2個

みやき町
みやき町オリジナルワイン（白） 2個

11
いちご 5箱

玄海町
和菓子詰め合わせセット 5個

12 山崎農園 柚子こしょう（80g）10個 多久市

13 美人をつくる大豆生活　
SOY美EAN　3種詰合せ 10個 武雄市

14 日本酒（5銘柄）　各2本ずつ 10個 鹿島市

15
芦刈味のり・ふりかけセット 5個

小城市
小城羊羹（1箱2本入り） 5個

16 炭鉱　やき豚 5個 大町町

17 クレメンティンジュース 5本 太良町

18

くんち醤油（14本組） 1個

唐津市からつ茶（特上玉緑茶） 5個

松原おこし（30本入り） 5個

19
佐賀城下ひなまつり　丸房露

（10個入り） 5個
佐賀市

佐賀城下ひなまつり　ペア入場券 5セット

サラダ油セット 5個 理研農産化工

特製　お菓子セット 20個 村岡総本舗

お菓子のセット 20個 一柳

千鳥饅頭 20個 千鳥屋本家

大原松露饅頭 20個 大原老舗

抽選会用景品 一覧
№ 協　賛　品 数量 ご提供先

1 博多座　ペアチケット 3セット 博多座

2 茅の舎　だしセット 1個 佐賀銀行

3 嬉野 茶心の宿 和楽園
ペア宿泊券 1セット 嬉野　和楽園

4 ペア食事券 1セット 天神スカイホール

5 血圧計 2個 CRC （江川 洋様）

6 グルコサミン 3個 久光製薬

7 基山のお茶 5個 東明館学園

　

少
し
春
ら
し
い
１
月
23
日
、「
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
」
に

て
、
新
春
の
賀
詞
交
換
を
兼
ね
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
佐
賀
県
の
酒
造
会
社
よ
り
ご
提
供
頂
い
た
「
佐
賀
の
酒
」

で
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

今
回
は
特
に
、
鳥
栖
に
あ
る
九
州
国
際
重
粒
子
線
が
ん
治

療
セ
ン
タ
ー
の
北
村
信
専
務
理
事
よ
り
「
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
」

の
利
用
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
音
楽
家
新
開
ゆ
う
じ
氏
の
張
り
の
あ
る
歌
声
を
バ
ッ

ク
に
懇
談
し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
で
は
佐
賀
県
内
の
市
町

か
ら
の
協
賛
品
も
加
わ
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
喜
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ご提供、誠にありがとうございます。
皆様、各施設のご利用のほど、
よろしくお願い申し上げます。

ご提供、ありがとうございました。

新
春
懇
親
会

さがん酒

司会者北村 信氏

新開 ゆうじ氏

笑
顔
の
会
場
内



　今
年
も
30
℃
を
超
え
る
暑
い

日
が
続
い
た
６
月
６
日
、
天
神

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
定
期
総
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。初
め
に
江

川
洋
会
長
よ
り
「『
令
和
』
の
時

代
に
な
り
高
齢
者
の
事
故
や
事

件
が
増
え
て
お
り
ま
す
。み
な

さ
ん
も
注
意
し
て
下
さ
い
。い

つ
で
も
ふ
る
さ
と
佐
賀
と
関

わ
っ
て
行
き
、
会
の
皆
様
の
協

肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
で

は
２
２
４
万
人
の
来
場
が
あ

り
、
大
成
功
だ
っ
た
と
の
お
礼

と
、
ま
た
今
年
佐
賀
で
初
め
て

『
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
』

が
開
催
さ
れ
、23
部
門
に
渡
り
、

県
内
の
各
会
場
で
文
化
活
動
の

研
究
発
表
や
展
示
会
な
ど
へ
の

お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　定
期
総
会
の
部
で
は
年
間
活

動
報
告
、決
算
報
告
、監
査
報
告

な
ど
の
議
事
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　久

し
ぶ
り
に
永
倉
遵
五
郎
名

誉
会
長
に
よ
る「
佐
賀
の
酒
」乾

杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。司
会
は
い
つ
も

の
小
島
常
任
理
事
と
東
常
任
理

事
で
す
。

　会
場
は
な
つ
か
し
い
佐
賀
弁

と
笑
顔
で
満
開
で
し
た
。

令和元年6月6日（木）於：天神スカイホール
福岡市佐賀県人会定期総会福岡市佐賀県人会定期総会

令和元年度（第68回）

永倉名誉会長の乾杯理事への委嘱状授与ふるさと納税コーナー

江川会長

坂本副知事

最後はやはり、「栄の国」の総踊りです。

力
に
よ
り
県
人
会
を
強
く
し
て

行
き
た
い
。」と
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　ご
来
賓
と
し
て
佐
賀
か
ら

は
、坂
本
洋
介
佐
賀
県
副
知
事
、

伊
東
博
己
佐
賀
市
副
市
長
、
村

上
大
祐
嬉
野
市
長
、
橋
本
康
志

鳥
栖
市
長
、
脇
山
伸
太
郎
玄
海

町
長
の
皆
様
に
ご
臨
席
賜
り
ま

し
た
。

　代
表
し
て
坂
本
副
知
事
に
、
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ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様ご来賓の皆様
当日ご出席戴きましたご来賓の皆様を

ご紹介致します。（順不同）

さがん酒あります

サガン鳥栖の抽選会久光製薬スプリングスの抽選会

伊東佐賀副市長 村上嬉野市長 脇山玄海町長

＊佐賀県知事（代） 坂本　洋介 様
＊佐賀市長（代） 伊東　博己 様
＊嬉野市長 村上　大祐 様
＊鳥栖市長 橋本　康志 様
＊玄海町長 脇山伸太郎 様

最後はやはり、「栄の国」の総踊りです。

田中　久也 様 福岡県議会議員
古川　　忠 様 福岡県議会議員
森　あや子 様 福岡市議会議員

◆ 参加相談役 ◆

福岡大学の学生さん

イベント

九州産業大学の学生さん

踊りベリーダンス 司会のお二人
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理　

事
　
大
　
西
　
俊
　
介

　

こ
の
た
び
理
事
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
高
校
の
先
輩
で

あ
る
江
川
会
長
、
鶴

常
任
理
事
が
県
人
会

の
た
め
に
汗
を
か
い
て
お
ら
れ
る
の
に
、

そ
の
お
手
伝
い
を
し
な
い
訳
に
は
行
き

ま
せ
ん
よ
ね
。
と
こ
ろ
で
、
私
は
、
唐
津

市
山
本
と
い
う
田
舎
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
一
八
才
の
時
に
上
京
し
、
四
四
才
の

時
に
福
岡
に
来
ま
し
た
。
私
と
佐
賀
県
人

会
と
の
関
わ
り
は
意
外
に
古
く
、
三
十
代

半
ば
頃
、
当
時
、
佐
賀
銀
行
東
京
支
店
が

入
っ
て
い
た
銀
座
六
丁
目
の
香
蘭
社
ビ
ル

に
東
京
の
県
人
会
事
務
所
が
あ
り
、
高
校

同
窓
会
の
定
期
的
な
会
合
が
そ
こ
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
県
人
会
の
事

務
長
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
吉
村
九
州
男
さ

ん
と
は
、
お
会
い
す
る
度
に
、
佐
賀
の
話

し
で
盛
り
上
が
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
、
と
は

詩
の
一
節
で
す
が
、
半
世
紀
前
、
寝
台
車

を
利
用
し
て
東
京
か
ら
田
舎
へ
帰
る
と
、

十
八
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

今
と
は
違
っ
て
、
や
は
り
故
郷
は
遠
い
と

こ
ろ
で
し
た
。
私
が
福
岡
へ
戻
る
気
持
ち

に
な
っ
た
の
も
、
県
人
会
事
務
所
で
の
ひ

と
時
の
話
し
が
、
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
故
郷

佐
賀
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

何
か
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
山
酒
造 

様（
小
城
市
）	

天
山・岩
の
蔵

古
伊
万
里
酒
造 

様（
伊
万
里
市
）	古
伊
万
里
前

樋
渡
酒
造
場 

様（
伊
万
里
市
）	

万
里
長

五
町
田
酒
造 

様（
嬉
野
市
）	

東
一

井
手
酒
造 

様（
嬉
野
市
）	

ほ
ろ
ほ
ろ
に

光
武
酒
造
場 

様（
鹿
島
市
）	

光
武

幸
姫
酒
造 

様（
鹿
島
市
）	

幸
姫

馬
場
酒
造 

様（
鹿
島
市
）	

能
古
見

矢
野
酒
造 
様（
鹿
島
市
）	

肥
前
蔵
心

東
鶴
酒
造 
様（
多
久
市
）	

東
鶴

鳴
滝
酒
造 

様（
唐
津
市
）	

聚
楽
太
閤

宗
政
酒
造 

様（
有
田
町
）	

宗
政

松
尾
酒
造
場 

様（
有
田
町
）	
宮
の
松

天
吹
酒
造 

様（
み
や
き
町
）	

天
吹

七
田
酒
類
販
売 

様（
佐
賀
市
）	

日
本
酒  
八
本

新
任
ご
挨
拶

佐
賀
の
酒

佐
賀
の
酒  

協
賛
企
業
様

協
賛
企
業
様

福
岡
市
佐
賀
県
人
会
に
参
加
し
て

九
州
産
業
大
学 

経
済
学
部 

三
年　
　

牧　
　

彩　

香

　

今
回
、
福
岡
市
佐
賀
県
人
会
に
九
州
産

業
大
学
佐
賀
県
人
会
の
代
表
と
し
て
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
が

初
め
て
の
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
年
齢
や
職
業
、
価

値
観
の
違
う
社
会
人
の
方
々
と
接
す
る
こ

と
で
、
今
ま
で
の
学
生
生
活
で
は
経
験
で

き
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
成
長
に
大
き
く
繋
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
で
佐
賀
県
の
坂
本
副
知
事
を

は
じ
め
、
各
市
町
村
の
代
表
の
方
々
や
議

員
の
方
々
、
様
々
な
職
業
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
始

め
は
何
を
話
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、

場
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
う
い
っ
た
私
た
ち
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
り
、
会
場
の
雰
囲
気
に
打
ち
解
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
三
年
生
の

私
に
と
っ
て
は
、
就
職
活
動
が
控
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
就
職
活
動
を
行

う
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
と
て
も
貴
重
な

お
話
を
し
て
頂
き
、
非
常
に
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、

年
齢
や
価
値
観
が
違
う
社
会
人
の
方
々

と
接
す
る
こ
と
で
、
あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣

い
、
名
刺
交
換
の
仕
方
等
の
礼
儀
作
法
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
福
岡
大
学
の
学
生

の
方
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
就
職
活
動
に

向
け
て
の
意
見
交
換
等
、
他
大
学
と
話
す

良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
に
参
加
し
て
い
る
方
々
は
、
皆

さ
ん
佐
賀
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
、
佐
賀

の
良
さ
を
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
々
に
知
っ

て
も
ら
い
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。そ
う
い
う
方
々

と
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
知
ら
な
い
佐
賀

の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。

　

こ
こ
で
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル
を
今
後
の

就
職
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
会
に
参
加
す
る
ま
で
は
、

学
生
が
参
加
し
づ
ら
い
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
参
加
し
て
み
る

と
皆
さ
ん
親
近
感
の
あ
る
方
々
ば
か
り
で

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
特
に
学
生
は
積
極
的
に
参

加
す
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
こ
の
会
を
多
く
の
学
生
に
知
っ
て
も

ら
い
、
こ
れ
か
ら
も
佐
賀
県
人
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

感

想

文

オリーゼは植物由来の安心して召し上がれる
醗酵食品です。体の調子を整え活力ある生活
を応援します。

毎日の健康のために

酵素は地球からの
贈りもの
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福岡市佐賀県人会　役員名簿
＜令和元年度＞

名誉会長・会長・副会長　
役職 氏名 勤務先等 出身

名 誉 会 長 金 子 宜 嗣 ㈱ SEED ホールディングス� 取締役名誉相談役 唐津市
名 誉 会 長 永　倉　遵五郎 インターナショナル・ニュー・フェローズ� 代表 佐賀市
会　　　長 江 川 　 洋 ㈱ CRC� 代表取締役相談役 唐津市
副　会　長 長 野 益 德 ㈱博多ステーションビル� 社長 基山町
副　会　長 今 泉 　 直 佐賀銀行� 常務取締役　営業統括本部長 佐賀市

代表理事・理事・監事
役職 担当 氏名 勤務先等 出身

代表理事 全般 水 田 國 生 ミッズコーポレーション� 代表 鳥栖市
常任理事（事務局担当） 広報 清 村 克 行 ㈱ファーストライン� 部長 小城市

常任理事 組織 林 谷 　 誠 メットライフ生命保険㈱� 嬉野市
常任理事 行事 東　　　久美子 ㈱インターナショナルエアアカデミー� 取締役 佐賀市

常任理事（事務局担当） 総務 鶴 　 博 行 ＜地域活動＞ 唐津市
常任理事 出納 高 島 尚 人 寿防災工業㈱� 統括部長 神埼市

常任理事（新） 企画 小 島 幸 弘 ㈱安井建築設計事務所� 主幹 鳥栖市
理事 広報 鶴 田 敏 博 トヨタ・Ｌ＆Ｆ福岡㈱� 副社長 唐津市
理事 広報 澁 谷 栄 城 松尾建設㈱福岡支店� 理事福岡支店長 佐賀市
理事 広報 紫 園 来 未 オフィスしおん� 代表 佐賀市
理事 組織 無津呂　繁　憲 ㈱無津呂商店� 社長 佐賀市
理事 組織 野 口 　 誠 Ｎ建設コンサルタント� 代表 みやき町
理事 組織 木 下 敏 之 福岡大学　経済学部� 教授 佐賀市
理事 組織 壇 　 一 也 鴻和法律事務所� 弁護士 佐賀市
理事 組織 小 林 美 希 キッシュ×キッシュ 武雄市
理事 行事 嘉 村 洋 介 ㈱三洋建設� 社長 佐賀市
理事 行事 藤 瀬 菜 摘 野村証券㈱　福岡支店� Ｆ・Ａ 江北町
理事 企画 川 上 優 子 日本生命保険　福岡南営業部 佐賀市
理事 企画 於 保 貴 子 ㈱リングヴィア� 社長 佐賀市
理事 企画 橋 本 早 苗 ㈲橋本板金工業 基山町
理事 総務 大 庭 隼 夫 ＜地域活動＞ 鳥栖市
理事 総務 永　瀬　慎太郎 税理士法人ノリタ　福岡オフィス� 税理士 伊万里市
理事 総務 山 﨑 節 治 ユーミック� 代表 小城市

理事（新） 総務 大 西 俊 介 ㈱ランドコア� 社長 唐津市
理事 出納 長 井 雅 子 ㈱長井不動産� 鳥栖市
監事 馬 場 健 次 ＜地域活動＞ 武雄市
監事 田中丸　真　輝 テルミ企画� 代表 小城市

福岡市佐賀県人会のホームページ開設

本会や佐賀県内市町村の催し物やお知らせを掲載して
いきます。情報の共有化を目指します。スマホやタブ
レットで右のQRコードを読み込んで下さい。
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平
成

　
　

平
成
3030
年
度
の
活
動　

記
録

年
度
の
活
動　

記
録

　

　

平
成
30
年　
　

3
月
29
日　
　

第
75
回
ゴ
ル
フ
会　
（
筑
紫
が
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

	

4
月
11
日　
　

役
員
会　
（
新
年
度　

方
針
）

	

4
月
21
日　
　

行
事
部
会　

打
合
せ

	
4
月
24
日　
　

二
十
日
会

	
4
月
26
日　
　

会
計
監
査

	

5
月
7
日　
　

常
任
理
事
会

	

5
月
14
日　
　

組
織
部
会　
（
会
員
増
強
策
）

	

6
月
1
日　
　

理
事
会　
（
総
会　

準
備
）

	

6
月
12
日　
　

総
務
部
会　
（
総
会　

前
日
準
備
作
業
）

	

6
月
13
日　
　

第
67
回　

定
期
総
会　
（
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
）

	

7
月
5
日　
　

常
任
理
事
会　
（
今
後
の
運
営
方
針
）

	

7
月
30
日　
　

広
報
部
会　
（
む
つ
ご
ろ
編
集
会
議
①
）

	

8
月
16
日　
　

広
報
部
会　
（
む
つ
ご
ろ
編
集
会
議
②
）

	

8
月
22
日　
　

二
十
日
会

	

9
月
27
日　
　

第
76
回
ゴ
ル
フ
会　
（
北
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

	

10
月
12
日　
　

広
報
部
会　
（
む
つ
ご
ろ
編
集
会
議
③
）

	

10
月
22
日　
　

広
報
部
会　
（
む
つ
ご
ろ
編
集
会
議
④
）

	

10
月
25
日　
　

二
十
日
会

	

10
月
31
日　
　

広
報
部
会　
（
む
つ
ご
ろ
発
送
準
備
）

	

11
月
1
日　
　
「
む
つ
ご
ろ
」
№
66
号　

発
行

	

11
月
21
日　
　

第
77
回
ゴ
ル
フ
会　
（
筑
紫
が
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

	

12
月
3
日　
　

役
員
会　
（
年
度
の
反
省
）

	

12
月
19
日　
　

二
十
日
会

　

平
成
31
年　
　

1
月
10
日　
　

常
任
理
事
会
（
経
費
削
減
策
）

	

1
月
17
日　
　

理
事
会　
（
新
春
懇
親
会　

準
備
）

	

1
月
22
日　
　

総
務
部
会　
（
新
春
懇
親
会　

前
日
準
備
作
業
）

	

1
月
23
日　
　

新
春
懇
親
会　
（
天
神
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
）

	

2
月
18
日　
　

二
十
日
会

	

3
月
15
日　
　

出
納
部
会　
（
決
算
打
合
せ
）

	

3
月
20
日　
　

第
78
回
ゴ
ル
フ
会　
（
大
博
多
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

平成30年度　収支決算書
自平成30年4月1日〜至平成31年3月31日

収　入　の　部
項　　目 予 算 額 決 算 額 備　　考

前 年 度 繰 越 金
維 持 会 費（ 役 員 ）
　  〃  　（ 相談役）
　  〃  　（会員）
協 賛 広 告 料
預 金 利 息
総 会 特 別 会 費
懇 親 会 特 別 会 費

1,270,466
210,000
50,000

530,000
600,000

20
850,000
850,000

1,270,466
227,000
26,000

390,000
506,004

10
750,000
763,000

30名
11名

合　　計 4,360,486 3,932,480

支　出　の　部
項　　目 予 算 額 決 算 額 備　　考

通 信 費
印 刷 費
広 告 宣 伝 費
会 報 作 成 費
会 議 費
研 修 ・ 事 業 費
事 務 所 費
事 務 用 品 費
事 務 局 人 件 費
弔 慰 金
為 替 手 数 料
総 会 費 用
懇 親 会 費 用
予 備 費
次 年 度 繰 越 金

300,000
30,000
40,000

300,000
200,000
60,000

380,000
60,000
40,000

0
20,000

850,000
850,000

1,230,486

285,454
68,320
20,800

281,880
201,000
26,780

354,904
55,052
3,600

0
7,760

721,743
787,743

0
1,117,444

電話代含む

佐賀新聞2回
年1回

合　　計 4,360,486 3,932,480



■期日　　令和2年２月６日（木）18時から
■場所　　ソラリア西鉄ホテル 8F
　　　　　福岡市中央区天神2-2-43
■会費　　8,000円

◆お問合せ先　佐賀県人会事務局　TEL０９２－282－3721まで

令和2年　福岡市佐賀県人会　新春懇親会のご案内

皆さまお誘い合わせの上、是非ご参加下さい！

福岡市佐賀県人会ゴルフ会 成績表

連絡先　福岡市佐賀県人会ゴルフ会事務局　TEL 092－574－2062　携帯　090－1516－0854（水田）

○第７６回大会　2018年9月27日㈭
　　　　　　　　北山カントリー倶楽部

優　　勝　　山﨑　節治
準 優 勝　　林谷　　誠

○第７７回大会　2018年11月21日㈬
　　　　　　　　筑紫ヶ丘ゴルフクラブ

優　　勝　　徳渕　市浩
準 優 勝　　大庭　隼夫

優　　勝　　龍　修一郎
準 優 勝　　野口　　誠

○第７８回大会　2019年3月20日㈬
　　　　　　　　大博多カントリー倶楽部

誰でも参加できます

　宇佐八幡神社は、みやき町の三根校区（旧三根町）松枝地区にある古い神社です。

　毎年10月20日に近い土・日曜日に秋季大祭・宇佐の宮浮立が奉納されており、

松枝地区にある箱崎八幡神社まで御神幸があります。

　お下り・お上がりの行列の順は昔のままに守られており、5つの区が輪番で浮

立を奉納することになっています。

　今年は松枝地区が見事な獅子浮立を奉納しました。

表紙の言葉

9 〈 む つ ご ろ №67　〉
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１　

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

平
成
30
年
3
月
17
日
か
ら
翌
年
の
1

月
14
日
ま
で
佐
賀
市
を
中
心
に
開
催
し

た
「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」。
こ

の
文
章
を
お
読
み
の
皆
様
は
ご
覧
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

維
新
博
事
務
局
の
次
長
と
し
て
、
企

画
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
こ
の
維
新

博
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
場
者
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
ま
で
含
め

て
延
べ
２
２
４
万
人
を
数
え
ま
し
た
。

中
で
も
佐
賀
市
に
設
け
た
メ
イ
ン
会
場

の
幕
末
維
新
記
念
館
、
葉
隠
み
ら
い
館
、

リ
ア
ル
弘
道
館
3
館
の
入
館
者
数
は

63
万
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
平
成
31
年
1
月
14
日
は

快
晴
で
、
メ
イ
ン
館
で
あ
る
幕
末
維

新
記
念
館
前
に
は
、
オ
ー
プ
ン
時
間
の

９
時
30
分
を
待
つ
長
蛇
の
列
が
で
き
る

ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
前
日
に
は
最
長
で

１
９
０
分
待
ち
の
行
列
が
で
き
て
い
た

こ
と
か
ら
、
入
館
を
30
分
早
め
て
対
応

す
る
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
観

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
入
館
で
き
な
か
っ
た
お
客
様

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

２　

な
ぜ
「
維
新
博
」
だ
っ
た
の
か
？

　

こ
の
維
新
博
は
、
山
口
祥
義
知
事
の

「
明
治
維
新
１
５
０
年
を
機
に
、
こ
の
博

覧
会
で
、“
佐
賀
は
何
（
な
ん
）
も
な
か
”

で
は
な
く
、
佐
賀
の
人
が
佐
賀
を
自
慢

で
き
る
よ
う
に
、
佐
賀
を
誇
り
に
思
う

よ
う
に
し
た
い
。」
と
い
う
想
い
か
ら
検

討
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
明
治
維
新
の
立
役
者
と
言
わ

れ
る
薩
長
土
肥
の
中
で
、
他
の
3
県
（
鹿

児
島
、
山
口
、
高
知
）
が
早
く
か
ら
明
治

維
新
１
５
０
年
を
観
光
な
ど
に
結
び
付

け
る
た
め
の
企
画
を
着
々
と
準
備
さ
れ

て
い
る
中
で
、
私
の
い
た
佐
賀
の
観
光
部

局
で
は
、
ほ
ぼ
検
討
に
未
着
手
の
状
況
で

し
た
。（
言
い
訳
を
す
れ
ば
、
当
時
国
内

観
光
よ
り
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
軸
足
を

置
い
た
事
業
を
行
っ
て
い
て
、
明
治
維
新

１
５
０
年
を
観
光
に
結
び
付
け
よ
う
と

い
う
検
討
は
ほ
ぼ
全
く
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
た
。）

「“
明
治
維
新
１
５
０
年
”
と
い
う
言
葉
で

取
り
組
め
る
の
は
薩
長
土
肥
だ
け
な
の

に
、
ど
う
し
て
こ
の
機
会
を
活
か
さ
な

い
の
？
今
や
ら
な
い
で
い
つ
や
る
の
？
」

と
知
事
の
思
い
は
明
確
で
し
た
。

　

が
つ
ん
と
頭
を
殴
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
佐
賀
県
民
の
一
人
と
し

て
、知
事
の
思
い
に
共
感
し
、納
得
し
て
、

「
本
気
で
い
い
企
画
に
し
な
い
と
い
け
な

い
。」
と
い
う
心
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た

と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

３　

ど
う
進
め
て
い
っ
た
の
か
。

　

博
覧
会
の
会
期
は
、
一
般
に
は
万
国

博
覧
会
で
も
6
か
月
ぐ
ら
い
、
通
常
は

3
か
月
ぐ
ら
い
が
多
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
今
回
の
博
覧
会
会
期
は
、
10
か
月
、

３
０
４
日
間
。
そ
の
よ
う
に
長
い
イ
ベ

ン
ト
で
、
ど
う
す
れ
ば
新
鮮
さ
を
維
持

し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
集
め

続
け
て
い
く
の
か
。
ま
た
、歴
史
を
テ
ー

マ
と
し
た
博
覧
会
で
ど
う
す
れ
ば
子
供

た
ち
を
始
め
歴
史
フ
ァ
ン
以
外
の
方
々

に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

し
か
も
準
備
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
、

事
務
局
が
で
き
た
平
成
29
年
1
月
で
し

た
。
開
館
ま
で
1
年
余
り
で
ど
の
よ
う

に
企
画
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
博
覧
会
仕

様
の
展
示
と
し
て
作
り
上
げ
て
い
く
の

か
。
課
題
は
山
積
で
し
た
。

　

今
回
の
企
画
、
展
示
の
立
役
者
は
何

と
い
っ
て
も
洪こ

う　
恒つ
ね
お夫
氏
（
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館
特
任
教
授
）
で
、
洪
先
生

の
存
在
な
し
に
維
新
博
の
テ
ー
マ
館
３

館
の
展
示
は
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

初
め
て
維
新
博
の
件
を
相
談
し
に
東

大
博
物
館
を
訪
ね
た
際
に
、
ま
ず
見
せ

ら
れ
た
の
が
洪
先
生
の
手
掛
け
ら
れ
た

２
０
０
５
年
に
開
催
さ
れ
た
愛
・
地
球

博
の
「
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
館
」
の

映
像
で
し
た
。
一
見
地
味
な
赤
十
字
の

活
動
を
伝
え
る
小
さ
な
展
示
館
な
の
で

す
が
、
開
館
当
初
は
来
館
者
も
ま
ば
ら

だ
っ
た
館
が
そ
の
素
晴
ら
し
さ
が
口
コ

幕末維新記念館外観

佐
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交
流
局
長

田
　
中
　
裕
　
之

特 別 寄 稿

「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」を

振
り
返
っ
て
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ミ
で
広
が
っ
て
最
後
に
は
5
時
間
待
ち

の
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
館
に
な
っ
た

と
い
う
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。ミ
ス
タ
ー

チ
ル
ド
レ
ン
の
曲
に
合
わ
せ
て
流
さ
れ

る
赤
十
字
の
活
動
の
写
真
の
数
々
は
ま

さ
に
「
心
を
震
わ
せ
る
」
も
の
で
し
た
。

維
新
博
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

佐
賀
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
ど
う
描
く
の

か
と
い
う
こ
と
へ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
知
識
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
心
を

震
わ
せ
る
べ
き
。」「
こ
ど
も
向
け
の
内
容

の
展
示
で
は
だ
め
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
記

憶
に
残
る
内
容
に
す
べ
き
。」
な
ど
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
信
じ
、
万
一
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
ら
自
分
が
責
任
を
取
る
覚
悟

で
、
企
画
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

４　

歴
史
的
事
実
を
描
く
と
い
う
こ
と

　

歴
史
を
ど
う
描
く
の
か
・
・
・
。
本

当
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
一
つ
の
歴
史

的
な
事
実
が
あ
っ
た
と
し
た
と
き
、
私

た
ち
の
経
験
則
で
は
、
そ
の
事
実
の
中

に
い
る
人
で
も
そ
の
事
実
の
捉
え
方
は

ま
ち
ま
ち
で
、
そ
れ
が
時
間
の
経
過
と

と
も
に
変
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
か
ら
で
す
。
そ
の
歴
史
的
事
象
の
一

つ
に
光
を
当
て
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
て

い
く
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
描
く
内
容
へ
の
決
心
と
覚
悟

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

幕
末
維
新
期
に
国
内
最
先
端
の
科
学

技
術
を
有
し
、
明
治
維
新
の
鍵
を
握
っ

て
い
た
佐
賀
藩
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
佐
賀

藩
主
鍋
島
直
正
。
今
回
の
幕
末
維
新
記

念
館
で
は
、
時
代
の
転
換
点
の
真
っ
只

中
に
い
る
直
正
公
の
悩
み
や
苦
し
み
ま

で
を
描
こ
う
と
試
み
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
き
っ
と
佐
賀
の
人
の
心
を
揺
さ
ぶ

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
根
拠
の
あ

る
も
の
で
描
く
よ
う
努
め
ま
し
た
。（「
佐

賀
は
動
か
な
い
・
・
。」
石
原
良
純
さ

ん
の
印
象
的
な
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。）

　

歴
史
監
修
の
大
園
隆
二
郎
先
生
（
公

益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会　
評
議
員
）
に

は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
書
物
や
文
献
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
一
所
懸
命
読
み
進
め
ま
し
た
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
確
認
し
た
い
こ
と
は
、

ご
自
宅
ま
で
何
度
も
お
伺
い
し
夜
中
ま

で
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
素
人
の
私
の
純
粋
な
疑
問
や
質
問

に
も
様
々
な
資
料
を
指
し
示
し
な
が
ら

丁
寧
に
対
応
い
た
だ
き
、
描
き
た
い
ス

ト
ー
リ
ー
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
脚
本
家
の
平
田
研
也
氏
（
シ
ョ
ー

ト
フ
ィ
ル
ム
「
つ
み
き
の
い
え
」
で
米
国

の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
）
と
侃
々
諤
々

の
議
論
を
重
ね
、
幕
末
維
新
記
念
館
の

脚
本
と
映
像
は
完
成
し
た
の
で
し
た
。

５　

維
新
博
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に

　

し
な
い
た
め
に

　

維
新
博
が
終
わ
っ
て
す
で
に
10
か
月

余
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
「
維

新
博
良
か
っ
た
ね
。」
と
い
う
声
を
か
け

ら
れ
た
り
、「
維
新
博
の
こ
と
を
話
し
て

ほ
し
い
。」
と
い
う
講
演
の
依
頼
が
来
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
維
新
博
を
観
た
人
に
は
、

再
び
あ
の
と
き
の
感
動
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
、
ま
た
、
維
新
博
に
行
け
な
か
っ

た
方
々
に
も
維
新
博
に
行
っ
た
時
の
感

動
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
展
示

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
10
月
19

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

市
村
記
念
体
育
館
に
あ
っ
た
「
幕
末

維
新
記
念
館
」
は
、
佐
賀
県
立
博
物
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
「
維
新
博

メ
モ
リ
ア
ル
展
示“
幕
末
維
新
記
念
館
”」

と
い
う
展
示
空
間
を
設
け
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
柳
町
の
旧
古
賀
家
に
あ
っ
た

「
リ
ア
ル
弘
道
館
」
は
佐
賀
城
本
丸
歴
史

館
の
中
に
「
メ
モ
リ
ア
ル
展
示
“
弘
道

館
”」
と
し
て
、
ま
た
、
旧
三
省
銀
行
に

あ
っ
た
「
葉
隠
み
ら
い
館
」
は
旧
古
賀

銀
行
2
階
に
「
メ
モ
リ
ア
ル
展
示
“
葉

隠
”」と
し
て
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
維
新
博
の
展
示
そ
の
ま
ま

と
い
う
訳
に
も
い
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
メ
モ
リ
ア
ル
展
示
と
し
て
、
な
お

「
心
を
震
わ
せ
る
よ
う
な
」
展
示
と
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
の
と
き
に
輝
い

た
佐
賀
の
志
が
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
継

が
れ
、さ
ら
に
新
た
な
展
開
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
佐
賀
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

維新博メモリアル展示“幕末維新記念館”
（佐賀県立博物館エントランスホール）

メモリアル展示　ポスター



本　　社／佐賀市天神１丁目4番3号	 0952-23-4144
福岡支店／福岡市早良区祖原21番2号	 092-821-3033
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佐賀市多布施一丁目4番27号
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☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎久留米営業所 ：久留米市国分町宮園1347-2

飯 塚 営 業 所 ：飯塚市幸袋水江476-1 佐世保営業所 ：佐世保市指方町562-11

八 幡 営 業 所 ：北九州市八幡西区夕原町5-7 長 崎 営 業 所 ：諫早市多良見町化屋1858

苅 田 営 業 所 ：京都郡苅田町苅田3787-89 唐 津 営 業 所 ：唐津市千々賀字敷坪407-1

小 倉 営 業 所 ：北九州市小倉北区西港町61-25 佐 賀 営 業 所 ：佐賀市鍋島町大字八戸3064-1

博多港営業所 ：福岡市東区箱崎ふ頭5-9-40 鳥 栖 営 業 所 ：鳥栖市曽根崎町硯川1408-3

福 岡 営 業 所 ：福岡市博多区東比恵4-5-14 柳 川 営 業 所 ：柳川市三橋町枝光223-1

無 料 物 流 診 断 受 付 中

ニッポンの物流美

おかげさまで創業50周年

トヨタＬ＆Ｆ福岡株式会社
 本社：〒812-0007　福岡市博多区東比恵4-5-14　　電話：092-475-4009

営業所一覧

佐賀新聞創刊135周年
https://www.saga-s.co.jp/list/viewer/register

好評配信中!!電子版
〒840-8585 佐賀市天神三丁目 2番 23 号
TEL : 0952-28-2111　FAX : 0952-29-7656

〒810-0001 福岡市中央区天神 2-12-1  天神ビル 4階
TEL : 092-751-2648　FAX : 092-751-2697

本社

福岡支社

登録はサイトから
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県人会、浄財より50万円を寄付
令和元年10月18日午前に、佐賀県庁を訪れ
坂本副知事に義捐金を寄付いたしました。
当会からは江川洋会長、永倉遵五郎名誉会長、
水田國生代表理事が参加されました。

福岡市佐賀県人会では、被災された方 を々支援することを目的に、別途「募
集要項（第２版）」のとおり義捐金を募集します。皆様の温かいご支援を
よろしくお願い致します。〈（社福）佐賀県共同募金会経由〉

１．義捐金の名称と受付期間
　⑴　名称：「令和元年８月佐賀県豪雨災害義捐金」
　⑵　期間：令和元年１２月から令和２年２月２８日まで
２．義捐金の配分
　　本会で取りまとめた義捐金については、佐賀県共同募金会へ送金し、佐
　賀県が設置する義援金配当委員会を通じて、市町から被災者に配分されます。
３．税制上の取扱い
　　この義援金は「国又は都道府県、市町村又は特別区に対する寄附金」に該

当するため、税制上の優遇措置の対象となります。
　　この適用を受ける場合には、共同募金会からの領収書に「令和元年8月佐

賀県豪雨災害義捐金」募集要綱を添えて、確定申告が必要です。ご連絡い
ただければ、領収書を後日送付致します。

４．支援者の氏名は「むつごろ」６８号で公表します。
５．義捐金の受入
　⑴　一口　3,000円（何口でも可です）
　⑵　納入方法
　　①指定振替用紙（同封しています）で。金額を記入して下さい。〈振替料  無料〉
　　②ゆうちょ銀行からの振替
　　　口座番号：01720－6－151480
　　　名　　称：福岡市佐賀県人会（フクオカシサガケンジンカイ）〈有料〉
　　③他の金融機関からの振込
　　　ゆうちょ銀行　一七九（イチナナキュウ）店
　　　当　　　　座：0151480
　　　名　　　　称：福岡市佐賀県人会　〈有料〉

佐賀豪雨災害にご支援を！
令和元年８月２７日からの大雨により、県内各地で死傷者の人
的被害や多数の家屋の浸水被害等が発生し、県下全20市町
において災害救助法が適用されました。
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◆ 

佐
賀
新
聞
拾
い
読
み 

あ
の
町
・
こ
の
町
　
旬
話
題 

◆
（
主
に
佐
賀
新
聞
ひ
び
の
サ
イ
ト
よ
り
）

元
プ
ロ
が
「
が
ば
い
」
佐
賀
牛
グ
ラ
ブ
を

開
発

元
日
ハ
ム
・
中
島
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
吉
野
ヶ
里
町
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選

手
が
、
佐
賀
牛
の
革
を
使
っ
た
硬
式
グ

ラ
ブ
を
開
発
し
、
９
月
上
旬
か
ら
本
格

的
な
販
売
を
始
め
る
。
国
内
外
で
プ
ロ

野
球
の
選
手
や
監
督
な
ど
を
務
め
た
中

島
輝
士
さ
ん
（
57
）
が
製
作
に
携
わ
り
、

商
品
名
は
「G

abai leather

（
が
ば
い

レ
ザ
ー
）」。
中
島
さ
ん
は
「
今
ま
で
な

か
っ
た
佐
賀
牛
を
使
っ
た
グ
ラ
ブ
を
作

り
た
か
っ
た
」
と
完
成
を
喜
ぶ
。

　
中
島
さ
ん
は
、
柳
川
高
（
福
岡
）
で
甲

子
園
に
出
場
。
１
９
８
８
年
に
は
ソ
ウ
ル

五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
プ
ロ
野

球
で
は
、
日
本
ハ
ム
（
現
北
海
道
日
本
ハ

ム
）
で
選
手
や
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
し
、

台
湾
の
チ
ー
ム
で
は
監
督
も
務
め
た
。

　
友
人
か
ら
「
新
し
い
グ
ラ
ブ
の
ブ
ラ

ン
ド
を
つ
く
っ
て
み
な
い
か
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
、
今
年
１
月
に
ス
ポ
ー
ツ
用

品
の
開
発
な
ど
を
手
掛
け
る
「
Ｔ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｋ
（
サ
ン
ク
）」
を
立
ち
上
げ
た
。「
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
考
え
、
佐
賀
牛
の
活
用
を
思
い

つ
い
た
。
た
だ
「
革
が
硬
く
、
薄
か
っ

た
。
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
」
と
何
度
も
失
敗
を
重
ね
た
。

　
７
月
に
商
品
が
完
成
。８
月
中
旬
に「
佐

賀
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
尽
力
し
た
立
野

利
宗
さ
ん
を
訪
ね
て
報
告
し
た
。「
佐
賀

牛
と
い
う
ワ
ー
ド
を
勝
手
に
出
し
て
は
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
不
安
を
抱
え

て
い
た
が
「
喜
ん
で
も
ら
え
た
。『
ど
ん

ど
ん
佐
賀
牛
の
名
前
を
出
し
て
』
と
言
わ

れ
た
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

　
グ
ラ
ブ
は
黒
と
オ
レ
ン
ジ
の
２
色

で
、
投
手
、
内
外
野
用
が
５
万
６
千
円
、

捕
手
と
一
塁
用
が
５
万
８
千
円
。
試
作

段
階
で
使
用
し
た
コ
ー
チ
な
ど
か
ら
は

「
捕
球
時
に
い
い
音
が
す
る
」
と
評
判
は

上
々
だ
と
い
う
。

　
中
島
さ
ん
は
「
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
職
人
の
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
、
監
督
な
ど
を
務
め
た
台
湾
や

韓
国
で
も
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
、「
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

◆
２
０
１
９
年
９
月
１
日

ふ
る
さ
と
納
税
除
外

み
や
き
町
、
仮
想
商
店
街
の
新
設
構
想

事
業
者
に
説
明

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
制
度
か
ら
除
外

さ
れ
た
三
養
基
郡
み
や
き
町
は
18
日
、

返
礼
品
を
提
供
し
て
き
た
事
業
者
へ
の

説
明
会
を
町
内
で
開
い
た
。
31
事
業
者

が
出
席
し
、
新
制
度
の
概
要
や
、
町
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
新
設
す
る

仮
想
商
店
街
構
想
の
報
告
を
受
け
た
。

　
末
安
伸
之
町
長
は
、
返
礼
品
を
納
入

し
て
き
た
約
80
事
業
者
の
う
ち
、
総
務

省
が
示
す
「
調
達
費
が
寄
付
額
の
３
割

以
下
の
地
場
産
品
」
と
い
う
基
準
を
満

た
す
の
が
現
状
で
は
30
事
業
者
に
と
ど

ま
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、「
真
面
目

に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
事
業
者
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
な
い
」
と

陳
謝
し
た
。
そ
の
上
で
、
仮
想
商
店
街

構
想
や
新
た
な
地
場
産
品
の
開
発
な
ど

対
応
策
を
示
し
「（
再
申
請
す
る
）
来
年

７
月
に
向
け
、
魅
力
あ
る
産
品
を
生
み

出
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
仮
想
商
店
街
構
想
で
は
、
当
初
は
ア

マ
ゾ
ン
な
ど
の
大
手
通
販
サ
イ
ト
を
利

用
し
、
そ
の
後
に
町
独
自
の
サ
イ
ト
を

開
設
す
る
計
画
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
担
当
者
が
説
明
し
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
た

め
に
人
を
増
や
し
た
り
資
金
調
達
を
し
た

り
し
た
事
業
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
う
す
る

の
か
」
と
質
問
が
あ
り
、末
安
町
長
は
「
新

た
な
展
開
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
」
と
答
え
て
い
た
。

◆
２
０
１
９
年
6
月
19
日

≪
鳥
栖
市
長
選
≫
橋
本
氏
、
薄
氷
の
信
任

逆
風
の
選
挙
戦
、
逃
げ
切
る

　
薄
氷
の
勝
利
だ
っ
た
。
17
日
に
投
開

票
さ
れ
た
鳥
栖
市
長
選
で
、
現
職
の
橋

本
康
志
さ
ん
（
63
）
が
10
票
差
で
４
度

目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
新
産
業
集
積

エ
リ
ア
整
備
の
用
地
買
収
に
絡
む
市
の

農
地
法
違
反
や
、
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
計

画
の
撤
回
な
ど
が
批
判
を
浴
び
、
逆
風

下
の
選
挙
戦
だ
っ
た
。
後
援
会
が
く
ま

な
く
歩
い
て
支
持
を
広
げ
る
「
草
の
根

選
挙
」
で
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
切
っ
た
も

の
の
、
橋
本
さ
ん
は
「
市
政
運
営
に
ま

ず
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
批
判
か

も
し
れ
な
い
」
と
神
妙
に
受
け
止
め
て

い
た
。

　
選
挙
戦
は
新
人
に
追
い
上
げ
ら
れ
る

展
開
だ
っ
た
。
事
務
所
で
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
開
票
中
継
を
固
唾
（
か
た
ず
）

を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
る
と
、
午
後
10

時
す
ぎ
、
10
票
差
で
の
当
選
が
報
じ
ら

れ
た
。
橋
本
さ
ん
は
安
（
あ
ん
）
堵
（
ど
）

で
涙
ぐ
み
な
が
ら
支
持
者
と
抱
き
合
い
、

万
歳
を
し
た
。「
手
掛
け
て
い
る
事
業
を

着
実
に
進
め
る
の
が
責
務
。
鳥
栖
駅
周

辺
整
備
は
政
治
の
原
点
で
も
あ
る
の
で
、

Ｊ
Ｒ
九
州
や
佐
賀
県
に
再
協
議
を
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　
農
地
法
違
反
の
問
題
で
は
、
議
会
な

ど
か
ら
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
。
自
ら

が
地
権
者
宅
を
１
軒
ず
つ
回
っ
て
謝
罪

し
、
責
任
を
取
っ
て
１
月
か
ら
３
カ
月

分
の
給
料
を
無
給
と
し
た
。
鳥
栖
駅
周

辺
整
備
の
断
念
は
、
告
示
前
に
校
区
や

町
単
位
で
開
い
た
市
政
報
告
会
で
真
っ

先
に
理
由
を
説
明
し
、
再
度
、
努
力
す

る
思
い
を
訴
え
て
、
市
政
へ
の
信
頼
を

つ
な
ぎ
止
め
た
。

　
そ
れ
で
も
、
次
の
４
年
間
も
荒
波
が

待
ち
受
け
る
。
新
人
を
擁
立
し
た
市
議

会
最
大
会
派
の
自
民
党
鳥
和
会
（
10
人
）

鳥栖市

人口 男35,591人 女37,855人

4選を果たし、支持者と握手を交わ
す橋本康志さん（右）

吉野ヶ里町

人口 男7,841人 女8,244人

佐賀牛の革を使用したグラブの
開発を立野利宗さん（左）に報
告した中島輝士さん

みやき町

人口 男12,286人 女13,310人

ふるさと納税の新制度から除外さ
れた町の対応策などを説明した末
安伸之町長

佐賀牛の革を使って作ら
れた「THANK」のグラブ



16〈 む つ ご ろ №67　〉

と
は
駅
周
辺
整
備
の
方
針
を
巡
っ
て
意

見
の
食
い
違
い
が
あ
る
。

　
ご
み
処
理
施
設
予
定
地
か
ら
見
つ

か
っ
た
有
害
物
質
の
処
理
も
、
相
当
の

費
用
が
か
か
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
先

延
ば
し
し
て
い
た
温
水
プ
ー
ル
の
建
設

も
公
約
に
掲
げ
た
。
夏
か
ら
新
庁
舎
の

建
設
も
始
ま
る
中
、
財
政
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
、
手
腕

が
問
わ
れ
て
く
る
。
橋
本
さ
ん
は
「
支

持
者
の
皆
さ
ん
の
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
口
を
真
一
文
字
に
結
ん
だ
。

◆
２
０
１
９
年
２
月
18
日

太
良
町
長
選
、経
験
の
永
淵
さ
ん“
信
任
”

重
責
か
み
し
め
「
光
栄
」

　
有
権
者
は
町
政
の
継
続
を
選
ん
だ
。

新
人
に
よ
る
三
つ
ど
も
え
と
な
り
、
３

日
に
投
開
票
さ
れ
た
藤
津
郡
太
良
町
長

選
は
、
町
職
員
時
代
を
含
め
て
半
世
紀

の
行
政
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
前
副
町
長
の

永
淵
孝
幸
さ
ん
（
70
）
＝
大
川
内
＝
が

“
信
任
”
さ
れ
た
。
永
淵
さ
ん
は
支
持
者

の
祝
福
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
人
口
減
少

に
直
面
す
る
町
の
か
じ
取
り
を
担
う
重

責
を
か
み
し
め
た
。

　
午
後
９
時
す
ぎ
、
太
良
町
多
良
の
事

務
所
に
「
当
選
」
の
知
ら
せ
が
届
く
と
、

約
１
０
０
人
の
支
持
者
が
歓
声
を
上
げ

た
。
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
永
淵
さ
ん
は

「
身
に
余
る
光
栄
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

副
町
長
と
し
て
10
年
。
と
も
に
歩
ん
だ

現
職
の
岩
島
正
昭
町
長
（
72
）
も
駆
け

付
け
、
握
手
を
交
わ
し
た
。
永
淵
さ
ん

は
「
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
を

認
め
て
も
ら
え
た
」
と
喜
ん
だ
。

　
昨
年
９
月
の
岩
島
町
長
の
引
退
表
明

は
突
然
の
こ
と
だ
っ
た
。「
継
続
中
の
事

業
に
影
響
が
出
な
い
か
」。
町
政
の
今
後

を
心
配
し
た
町
議
や
住
民
ら
は
、
そ
う

言
っ
て
永
淵
さ
ん
に
懸
念
を
伝
え
た
。

再
三
、
出
馬
を
要
請
さ
れ
た
が
、
妻
は

反
対
。
自
身
は
食
事
が
の
ど
を
通
ら
な

く
な
っ
た
。
親
族
が
集
ま
っ
た
話
し
合

い
で
「
町
の
た
め
に
頑
張
っ
て
み
ろ
。

運
命
だ
」
と
背
中
を
押
さ
れ
て
意
を
決

し
、
10
月
に
出
馬
会
見
へ
臨
ん
だ
。

　
対
立
候
補
は
子
や
孫
ほ
ど
の
年
齢
差

が
あ
り
、
高
齢
批
判
を
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
不
安
は
募
り
、
体
重
は

３
キ
ロ
減
っ
た
。
そ
れ
で
も
事
務
所
に

は
連
日
、
支
援
者
が
集
ま
り
「
支
え
を

実
感
し
た
」
と
い
う
。
行
財
政
を
知
る

経
験
と
手
腕
で
役
場
Ｏ
Ｂ
の
信
頼
も
厚

く
、
同
窓
生
ら
も
動
い
て
票
を
積
み
上

げ
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
基
幹
の
農
林
水
産
業

の
低
迷
な
ど
、
町
に
は
課
題
が
山
積
す

る
。
永
淵
さ
ん
は
「
本
当
に
大
変
な
の

は
こ
れ
か
ら
」
と
強
調
し
、「
見
直
す
べ

き
と
こ
ろ
は
見
直
す
。
私
の
も
と
に
声

を
届
け
て
ほ
し
い
」
と
、
町
民
の
参
画

を
呼
び
掛
け
た
。◆２

０
１
９
年
２
月
４
日

≪
農
に
夢
の
せ
て
≫
②
原
田
諭
さ
ん
・

理
香
さ
ん　

栽
培
、
夫
婦
で
楽
し
く
相

談ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
（
武
雄
市
朝

日
町
）
キ
ュ
ウ
リ

　
︱
夫
婦
で
研
修
し
、
人
生
か
け
て
い

る
感
じ
で
す
ね
。

　
脱
サ
ラ
は
勇
気
が
要
っ
た
。
高
卒
後
、

14
年
ほ
ど
老
人
福
祉
施
設
で
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
務
め
た
。
一
生
懸
命
貢
献

し
て
も
、
勤
め
人
は
全
て
評
価
さ
れ
る

わ
け
で
な
い
。
思
い
入
れ
の
あ
る
職
場

だ
っ
た
の
で
、
転
職
す
る
な
ら
違
う
分

野
に
と
考
え
た
。
妻
は
実
家
が
お
茶
農

家
で
、
農
業
を
や
り
た
い
と
。
当
初
全

く
視
野
に
な
か
っ
た
が
、調
べ
た
ら
キ
ュ

ウ
リ
は
収
量
が
多
く
、
稼
げ
て
い
た
。

環
境
制
御
栽
培
で
デ
ー
タ
が
あ
り
、
勘

や
経
験
に
頼
ら
ず
素
人
で
も
取
り
組
め

る
。
近
く
の
農
家
で
体
験
も
し
て
楽
し

い
な
と
感
じ
た
。

　
︱
経
済
的
に
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　
研
修
は
無
給
。
就
農
給
付
金
が
年

間
１
５
０
万
円
あ
っ
て
、
２
人
で

３
０
０
万
円
。
家
の
ロ
ー
ン
も
あ
る
が
、

こ
の
お
か
げ
で
何
と
か
踏
み
切
れ
た
。

　
︱
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
は
忙
し
い
で

し
ょ
う
。

　
ど
ん
ど
ん
実
が
な
る
の
で
、
毎
日
、

収
穫
に
追
わ
れ
る
。
朝
７
時
か
ら
収
穫

し
た
後
、
午
前
中
は
芽
摘
み
、
午
後
、

葉
っ
ぱ
摘
み
な
ど
の
管
理
作
業
に
あ
た

る
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
勉
強
会
も
あ
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
と
一
番
違
う
の
は

充
実
感
。以
前
は
次
の
休
み
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
だ
っ
た
が
、
今
は
キ
ュ
ウ
リ
の

管
理
を
こ
う
し
よ
う
、
あ
あ
し
よ
う
と

楽
し
く
考
え
て
い
る
。

　
︱
理
香
さ
ん
は
ど
ん
な
感
想
で
す

か
。

　
小
２
～
中
３
ま
で
子
ど
も
が
４
人
い

る
。前
の
介
護
職
の
時
は「
休
ん
で
い
い
」

と
言
わ
れ
て
い
て
も
、
気
兼
ね
が
あ
っ

た
。
今
は
、
子
ど
も
の
病
気
や
行
事
と

か
で
も
簡
単
に
休
め
る
の
で
、
気
持
ち

が
す
ご
く
楽
に
な
っ
た
。一
日
一
日
キ
ュ

ウ
リ
の
様
子
が
違
う
。
水
の
量
な
ど
を

主
人
と
相
談
し
つ
つ
、
結
果
も
出
る
の

で
楽
し
い
。

　
︱
研
修
も
最
終
の
２
年
目
で
す
。

　
今
ま
で
は
先
輩
研
修
生
の
指
示
に

従
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
は
自
分
ら
が

主
体
。
今
月
下
旬
に
新
し
い
キ
ュ
ウ
リ

の
木
（
茎
）
を
植
え
る
。
環
境
制
御
が

あ
る
と
は
言
え
、
木
の
状
態
を
見
て
の

管
理
が
重
要
だ
。
そ
の
時
々
の
キ
ュ
ウ

リ
の
状
態
を
把
握
し
た
い
。

　
︱
講
師
は
、
日
本
有
数
の
キ
ュ
ウ
リ

農
家
。
先
輩
研
修
生
は
平
均
的
な
農
家

の
倍
近
い
収
量
を
上
げ
ま
し
た
。

　
施
設
も
最
新
の
も
の
が
導
入
さ
れ
て

い
て
、
本
当
に
恵
ま
れ
た
環
境
。
こ
こ

に
来
て
間
違
い
な
か
っ
た
と
確
信
し
て

い
る
。
自
分
の
判
断
で
出
荷
し
、
お
金

も
管
理
す
る
の
で
経
営
ま
で
学
べ
る
。

卒
業
後
は
東
川
登
の
自
宅
の
近
く
に
ハ

ウ
ス
を
建
て
２
人
で
働
く
。
今
の
う
ち
、

い
ろ
い
ろ
と
失
敗
し
た
い
。
こ
れ
か
ら

の
長
い
就
農
期
間
を
考
え
れ
ば
２
年
は

あ
っ
と
い
う
間
、
意
義
あ
る
時
間
だ
と

思
う
。

◆
２
０
１
９
年
７
月
13
日

多
久
市
議
選
、
再
び
無
投
票　

有
権
者

「
な
り
手
現
れ
る
環
境
を
」

　
14
日
に
告
示
さ
れ
た
佐
賀
県
多
久
市

議
選
に
は
定
数
と
同
じ
15
人
が
立
候
補

し
、
佐
賀
県
内
の
市
議
選
で
初
め
て
２

期
連
続
の
無
投
票
に
な
っ
た
。
市
民
か

ら
は
議
員
定
数
の
見
直
し
に
加
え
、
な

り
手
不
足
を
改
善
す
る
た
め
、
仕
事
や

育
児
と
議
員
活
動
が
両
立
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

た
。

太良町

人口 男4,217人 女4,603人

太良町長選で初当選を決め、支持者に感謝を述
べる永淵孝幸さん。左は妻の京子さん

多久市

人口 男9,052人 女10,193人

多久市議選の掲示板に候補者の
ポスターを貼る陣営関係者。定
数を超える16番目以降の枠は空
いたままだった

武雄市

人口 男23,264人 女25,686人

環境制御で育てているキュウリの世話をする原
田さん夫妻。キュウリのことを考えるのが楽しい
という＝武雄市朝日町のトレーニングファーム
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14
日
午
後
５
時
、
選
挙
カ
ー
で
支
持

を
訴
え
た
現
職
の
樺
島
永
二
郎
さ
ん

（
50
）
は
、
初
挑
戦
の
前
回
に
続
き
無
投

票
で
２
期
目
の
当
選
が
決
ま
っ
た
。
選

挙
戦
で
抱
負
を
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
い

た
が
、「
１
日
だ
け
で
は
時
間
が
足
り
な

い
。
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
も
（
得
票
数
で
）
確
か
め
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
、
も
ど
か
し
さ
を
口

に
し
た
。

　
人
口
が
減
少
し
、
路
線
バ
ス
な
ど
公

共
交
通
の
維
持
も
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

し
て
く
れ
る
人
を
選
び
た
い
と
考
え
て

い
た
原
口
由
衣
さ
ん
（
19
）
は
「
誰
が

ど
ん
な
考
え
な
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な

い
ま
ま
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
残
念
が

る
。

　
15
年
の
市
議
選
、
17
年
の
市
長
選
、

直
近
の
県
議
選
も
無
投
票
だ
っ
た
。
市

商
工
会
の
藤
川
範
史
会
長
（
64
）
は

「
地
域
の
振
興
に
は
官
民
の
協
働
が
不

可
欠
。
そ
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を

選
挙
で
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
表
情

を
曇
ら
せ
た
。
そ
の
上
で
、
無
投
票
を

避
け
る
た
め
「
定
数
を
さ
ら
に
減
ら
す

代
わ
り
に
、
人
材
を
広
く
求
め
る
た
め

に
相
応
の
報
酬
を
考
え
て
い
く
べ
き
で

は
」
と
、
な
り
手
が
現
れ
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　「
議
員
の
普
段
の
活
動
が
見
え
な

い
」。
工
務
店
取
締
役
の
笹
川
俊
一
さ

ん
（
36
）
は
そ
う
感
じ
て
い
る
。
議
会

報
告
会
や
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
な
ど
で
の
情
報
発
信
が
進
め
ば
、

議
会
の
役
割
や
在
り
方
を
一
緒
に
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
若
い
世
代
が
議
員
を
目
指
せ
る
よ
う

に
「
仕
事
や
育
児
と
両
立
が
で
き
る
環

境
も
整
え
て
ほ
し
い
」
と
も
話
し
、
議

員
活
動
と
の
兼
務
が
し
や
す
く
な
る
改

革
を
願
う
。

◆
２
０
１
９
年
４
月
16
日

白
石
の
う
ま
か
も
ん
い
っ
ぱ
い

「
道
の
駅
」
６
月
１
日
オ
ー
プ
ン

直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン

沿
岸
道
路
開
通
を
見
越
し

　
白
石
町
福
富
に
６
月
１
日
、「
道
の
駅

し
ろ
い
し
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
直
売

所
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て
“
オ
ー

ル
白
石
”
で
町
の
特
産
物
を
売
り
込
む
。

農
業
生
産
が
盛
ん
な
白
石
平
野
で
待
望

の
道
の
駅
だ
が
、
当
面
は
集
客
に
懸
念

も
あ
る
。
有
明
海
沿
岸
道
路
の
開
通
を

見
越
し
、
福
富
イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
予

定
地
そ
ば
に
立
地
す
る
が
、
肝
心
の
沿

岸
道
路
は
工
事
が
遅
れ
、
開
通
時
期
が

決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
県
内
で
９
カ
所
目
と
な
る
道
の
駅

は
、
総
事
業
費
約
13
億
円
を
か
け
て
県

と
町
が
整
備
し
た
。
鉄
骨
造
り
の
２
階

建
て
で
、
敷
地
面
積
は
８
８
７
２
平
方

メ
ー
ト
ル
。
タ
マ
ネ
ギ
や
レ
ン
コ
ン
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
を
扱
う
直
売
所

の
ほ
か
、
展
望
デ
ッ
キ
、
町
内
産
の
食

材
を
中
心
に
扱
う
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
け

る
。

　
施
設
の
管
理
は
、
任
意
団
体
「
道
の

駅
し
ろ
い
し
カ
ン
パ
ニ
ー
」
が
担
い
、

販
売
す
る
農
産
物
な
ど
は
原
則
、
町
内

産
で
統
一
す
る
。
出
荷
者
は
町
内
か
ら

約
３
５
０
人
で
、
初
年
度
は
約
３
億
円

の
売
り
上
げ
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
集
客
に
期
待
を
寄
せ
る
福
富
イ
ン

タ
ー
は
、
県
道
路
課
に
よ
る
と
、
当
初
、

昨
年
度
内
の
開
業
を
目
指
し
て
い
た

が
、
工
事
区
域
が
軟
弱
地
盤
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
理
由
に
計
画
を
見
直
し
、
開

通
は
未
定
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
町

は
年
間
の
集
客
目
標
を
23
万
６
千
人
と

し
て
い
る
が
、
開
通
ま
で
は
交
通
量
の

多
い
国
道
４
４
４
号
か
ら
約
１
キ
ロ
離

れ
た
場
所
で
の
運
営
と
な
る
。

　
道
の
駅
の
開
業
に
伴
い
、
国
道

４
４
４
号
沿
い
の
福
富
ゆ
う
あ
い
館
に

隣
接
す
る
「
福
富
産
物
直
売
所
」
は
５

月
末
で
閉
鎖
し
、
扱
っ
て
い
た
農
産
物

の
販
売
は
道
の
駅
に
移
る
こ
と
に
な

る
。
同
町
産
業
創
生
課
は
「
年
間
約

14
万
人
く
ら
い
の
福
富
直
売
所
の
既
存

客
が
流
れ
て
い
く
」
と
予
想
し
て
い
る
。

　
28
～
30
日
に
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
が
あ

り
、
多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

同
駅
の
山
下
敬
博
駅
長
（
66
）
は
「
町

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
、
白
石

町
の
特
産
品
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
、沿
岸
道
路
の
遅
れ
に
は
「
出

荷
者
や
従
業
員
が
慣
れ
て
軌
道
に
乗
る

ま
で
の
時
間
が
で
き
た
」
と
前
向
き
に

捉
え
て
い
る
。◆

２
０
１
９
年
５
月
31
日

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館

来
場
３
５
０
万
人
突
破

内
村
さ
ん
（
神
埼
市
）
に
記
念
証
書

　
佐
賀
市
の
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
（
七

田
忠
昭
館
長
）
の
来
館
者
数
が
累
計

３
５
０
万
人
に
達
し
た
。
７
日
に
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
３
５
０
万
人
目

と
な
っ
た
神
埼
市
の
内
村
二
美
（
ふ
た

み
）
さ
ん
（
61
）
に
、
記
念
証
書
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
贈
ら
れ
た
。

　
同
館
は
、
２
０
０
４
年
８
月
１
日
に

開
館
し
、
今
年
で
15
年
目
に
な
る
。
佐

賀
城
や
幕
末
維
新
期
の
佐
賀
藩
を
絵
図

な
ど
で
紹
介
す
る
。
館
内
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
海
外
の
観
光
客
向
け
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
通
訳
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
。

　
友
人
と
２
人
で
訪
れ
た
と
い
う
内
村

さ
ん
は
「
す
ご
く
驚
い
た
が
、
う
れ
し

い
。
鍋
島
直
正
に
つ
い
て
展
示
を
見
た

り
、
話
を
聞
い
た
り
し
た
い
と
思
っ
て

き
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
内
村
さ
ん

に
は
、
記
念
品
と
し
て
佐
賀
の
偉
人
に

つ
い
て
書
か
れ
た
本
や
佐
賀
の
ノ
リ
が

贈
ら
れ
た
。
七
田
館
長
は
「
全
国
や
海

外
か
ら
来
て
も
ら
い
、
展
示
内
容
を
喜

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
館
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
で
は
11
日
か

ら
、
特
別
展
「
東
京
を
つ
く
っ
た
佐
賀

人
た
ち
」
が
開
幕
す
る
。
19
日
か
ら
は

「
肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」
の
メ
モ

リ
ア
ル
展
示
と
し
て
、
佐
賀
藩
校
「
弘

白石町

人口 男10,871人 女12,168人

６月１日にオープンした道の駅しろ
いし

プレオープンで買い物を楽しむ来場者
＝白石町福富下分

佐賀市

人口 男109,724 女122,905人

来館者350万人目となった内村二美さん
（中央）や佐賀城本丸歴史館の七田忠昭
館長（右から2人目）らの記念撮影

グラバー邸

美女（心）揃いのお店です。お待ちしています。

田 川　き よ み

〒810-0801福岡市博多区中洲2丁目6-7
ジョイフルヤマモトビル４F
TEL 092-272-0864
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道
館
」を
模
し
た
体
験
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
も
オ
ー
プ
ン
す
る
。

◆
２
０
１
９
年
10
月
7
日

明
治
期
の
絵
馬
“
復
活
”
早
瀬
さ
ん
（
佐

賀
大
４
年
）
制
作

江
北
町
の
天
子
社
に
奉
納

　
佐
賀
県
江
北
町
の
天
子
社
に
伝
わ
る

明
治
期
の
絵
馬
を
、
佐
賀
大
で
美
術
を

学
ぶ
学
生
が
模
写
し
、
新
し
く
作
り
直

し
て
奉
納
し
た
。
同
大
学
美
術
・
工
芸

課
程
４
年
の
早
瀬
麻
乃
（
ま
な
）
さ
ん

（
22
）
が
卒
業
制
作
で
取
り
組
み
、
地
域

の
人
々
や
神
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の

思
い
を
絵
筆
に
乗
せ
た
。

　
絵
馬
は
２
点
で
、
う
ち
１
点
は
明
治

20
年
代
に
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
絵
馬

の
模
写
。
モ
チ
ー
フ
は
、１
８
８
９
（
明

治
22
）
年
に
公
布
さ
れ
た
大
日
本
帝
国

憲
法
制
定
を
祝
う
行
事
が
天
子
社
で
開

か
れ
た
様
子
と
さ
れ
る
。
境
内
で
酒
を

飲
ん
だ
り
芝
居
を
見
た
り
し
て
楽
し
む

人
々
や
、
神
社
へ
の
供
え
物
を
運
ぶ
行

列
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
縦
95
・
７

セ
ン
チ
、
横
１
８
７
・
３
セ
ン
チ
。

　
原
本
の
絵
は
色
あ
せ
や
表
面
の
は
く

落
な
ど
で
見
づ
ら
く
な
っ
て
い
た
。
早

瀬
さ
ん
は
古
い
絵
馬
や
昔
の
写
真
、
赤

外
線
カ
メ
ラ
や
蛍
光
Ｘ
線
分
析
機
で
の

分
析
結
果
も
参
考
に
し
「
で
き
る
だ
け

元
の
状
態
に
」
と
心
掛
け
た
。
画
材
も

原
本
に
最
も
近
い
岩
絵
の
具
を
選
ん
だ

と
い
う
。
制
作
に
約
１
年
を
か
け
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
戦
時
中
の
金
属
供
出

以
来
、
無
く
な
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
同
神
社
の
釣
り
鐘
が
、
同
町
出
身
の

青
木
二
郎
さ
ん
（
74
）
＝
大
阪
府
＝
の

浄
財
で
再
び
設
置
さ
れ
た
約
５
年
前
。

浄
財
が
余
り
、
絵
馬
の
新
調
に
回
さ
れ

た
。

　
２
０
１
４
、１
５
年
に
も
佐
賀
大
に
依

頼
し
て
学
生
が
描
い
た
絵
馬
の
寄
贈
を

受
け
て
お
り
、今
回
で
合
計
４
枚
と
な
っ

た
。
今
回
贈
ら
れ
た
残
る
１
点
も
早
瀬

さ
ん
が
制
作
。
か
つ
て
参
道
に
あ
っ
た

桜
並
木
の
復
活
を
望
む
青
木
さ
ん
の
思

い
を
く
み
、
満
開
の
桜
が
覆
う
参
道
の

鳥
瞰
（
ち
ょ
う
か
ん
）
図
を
描
い
た
。

　
幼
い
頃
、
同
神
社
の
境
内
で
よ
く
遊

ん
だ
と
い
う
青
木
さ
ん
は
「
立
派
な
絵

馬
が
で
き
た
」
と
満
足
げ
。
制
作
に
あ

た
っ
て
地
域
の
歴
史
を
調
べ
、
何
度
も

足
を
運
ん
だ
と
い
う
早
瀬
さ
ん
は
「
原

本
は
明
治
時
代
の
制
作
で
、
絵
馬
は

１
０
０
年
も
残
る
も
の
だ
と
意
識
し
て

描
い
た
。
こ
の
地
域
が
い
つ
ま
で
も
自

然
豊
か
で
、
人
々
が
こ
れ
か
ら
も
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
も
込

め
た
」
と
話
す
。◆２

０
１
９
年
３
月
29
日

町
産
食
材
で
お
土
産
開
発

民
間
企
業
と
協
力　
来
年
２
月
発
売
へ

唐
津
青
翔
高
と
玄
海
み
ら
い
学
園

　
玄
海
町
に
あ
る
唐
津
青
翔
高
の
生
徒

と
玄
海
み
ら
い
学
園
の
５
年
生
が
、
民

間
業
者
と
協
力
し
、
新
し
い
お
土
産
品

の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
町
産
食
材
を

使
っ
て
も
ら
お
う
と
町
役
場
も
生
産
者

と
の
仲
介
役
を
務
め
、
地
域
を
挙
げ
て

取
り
組
む
。
来
年
２
月
の
発
売
を
目
指

し
て
い
る
。

　
同
高
の
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
の
生
徒

は
以
前
か
ら
、
食
料
品
の
製
造
販
売
を

手
掛
け
る
「
は
か
た
本
舗
」（
福
岡
市
）

と
協
力
し
、
お
土
産
品
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
活
動
に
目
を
付
け
た
町
が
、

町
産
食
材
を
使
っ
た
商
品
を
作
っ
て
も

ら
お
う
と
、
共
同
開
発
を
呼
び
掛
け
た
。

み
ら
い
学
園
も
総
合
的
な
学
習
で
町
の

特
産
を
考
え
る
授
業
を
し
て
い
た
こ
と

か
ら
参
加
が
決
ま
っ
た
。

　
９
月
24
日
に
は
、
商
品
作
り
の
講
習

会
が
初
め
て
開
か
れ
た
。
青
翔
高
の
３

年
生
27
人
と
、
学
園
の
５
年
生
56
人
が

参
加
。
同
社
の
黒
木
正
剛
社
長
が
講
師

を
務
め
「
作
品
で
は
な
く
、
人
が
欲
し

く
な
る
商
品
を
作
る
よ
う
意
識
し
て
」

と
指
導
し
た
。
生
徒
と
児
童
は
混
合
で

班
に
分
か
れ
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

た
。

　
各
班
は
「
町
産
果
物
を
丸
ご
と
使
っ

た
ゼ
リ
ー
」「
い
り
こ
の
ふ
り
か
け
」
な

ど
、
町
で
と
れ
る
食
材
を
使
っ
た
商
品

を
考
え
発
表
し
た
。
同
高
の
城
美
羽
さ

ん
は「
小
学
生
が
た
く
さ
ん
意
見
を
言
っ

て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
」、
学
園
の
越
路

空
史
（
た
か
ふ
み
）
君
は
「
高
校
生
が

ア
イ
デ
ア
を
出
す
手
助
け
を
し
て
く
れ

た
」
と
話
し
た
。

　
今
後
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
一
つ
の

案
に
絞
っ
て
商
品
化
を
進
め
る
。

◆
２
０
１
９
年
10
月
4
日

博
多
の
ビ
ル
に
巨
大
壁
画
描
く　

基
山
町
の
ピ
ク
フ
ァ

障
害
者
事
業
所
が
ア
ー
ト
活
動

　
障
害
者
ら
が
ア
ー
ト
活
動
に
取
り
組

む
基
山
町
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
ピ
ク
フ
ァ
）」
が
、

福
岡
市
博
多
区
の
飲
食
店
ビ
ル
の
壁
に

巨
大
な
壁
画
を
描
い
た
。
彩
ら
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
は
、
道
行
く
人
の
目

を
引
い
て
お
り
、
ピ
ク
フ
ァ
の
原
田
啓

之
施
設
長
は
「
福
岡
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

　
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
ビ
ル
は
、
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
の
博
多
口
か
ら
徒
歩
３
分
の
飲
食

店
や
ホ
テ
ル
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
一
角
で
、

も
つ
鍋
「
一
藤
」
博
多
店
が
入
居
し
て
い

る
。
隣
接
す
る
ビ
ル
が
取
り
壊
さ
れ
て
駐

車
場
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
壁
が
む
き
出
し

に
な
り
、
景
観
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
ピ
ク

フ
ァ
に
制
作
を
依
頼
し
た
。

　
壁
画
の
大
き
さ
は
高
さ
15
メ
ー
ト

ル
、
幅
12
メ
ー
ト
ル
で
、
４
階
建
て
の

ビ
ル
の
壁
一
面
を
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。
制
作
に
は
ピ
ク
フ
ァ

の
利
用
者
14
人
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
３
～
81
歳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延

べ
約
１
６
０
人
も
携
わ
り
、
５
日
間
か

け
て
今
月
中
旬
に
完
成
し
た
。

　
壁
画
の
原
画
は
ピ
ク
フ
ァ
の
利
用
者

本
田
雅
啓
（
ま
さ
は
る
）
さ
ん
（
35
）

の
作
品「
ホ
シ
ゾ
ラ
」。カ
ラ
フ
ル
な
星
々

と
、
月
や
草
木
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
対
比

が
印
象
的
な
作
品
で
、原
田
さ
ん
は
「
大

き
な
壁
に
映
え
る
作
品
で
、壁
画
に
ぴ
っ

玄海町

人口 男2,868人 女2,740人

玄海町産の食材を使ったお土産を考
える唐津青翔高の生徒と玄海みらい
学園の児童＝玄海町の唐津青翔高

基山町

人口 男8,317人 女9,073人

足場に乗って壁に色を塗る参加者

明治 22 年の大日本帝国憲法制
定を祝う行事を描いたとされる
古い絵馬。図柄や色などがほと
んど分からなくなっていた＝江
北町の天子社

江北町

人口 男4,580人 女5,105人

色鮮やかな新しい絵馬を制作した佐賀
大学美術・工芸課程４年の早瀬麻乃さ
ん（左）と浄財を贈った青木二郎さん

東明館
中学校・高校学校

立命館大学・ＡＰＵと教学連携

年 月 高校に探究コース誕生！

佐賀県東部の基山町で
新しい教育に挑戦！

（木）

（日）

（日）

推薦

Ａ日程

Ｂ日程

詳しくはホームページ
をご覧ください。

令和２年度入試日程

（水）

（土）

推薦

探究コース前期

Ａ日程

Ｂ日程

探究コース中期

探究コース後期

高等学校中学校
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た
り
だ
っ
た
」
と
語
る
。
作
業
に
参
加

し
た
人
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
安
全
帯
を
着

用
し
て
壁
面
に
設
置
さ
れ
た
足
場
に
上

り
、
本
田
さ
ん
が
描
い
た
下
絵
に
沿
っ

て
、
ペ
ン
キ
で
色
を
塗
り
込
ん
だ
。

　
本
田
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
一
緒
に
作

る
の
は
楽
し
か
っ
た
。
い
い
出
来
で
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
。
原
田
さ
ん
は
「
障

害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
協
力

で
き
た
。
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

ピ
ク
フ
ァ
、
電
話
０
９
４
２
（
９
２
）

２
６
５
０
。

◆
２
０
１
９
年
7
月
29
日

高
祖
さ
ん
（
佐
賀
工
高
３
年
）
県
内
４

年
ぶ
り
金
賞　

若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
全
国
大
会

　
20
歳
以
下
の
職
業
能
力
開
発
施
設
訓

練
生
や
工
業
高
校
生
徒
な
ど
の
技
術
向

上
を
目
的
に
開
か
れ
た
全
国
大
会
「
第

14
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
」

で
、
電
気
工
事
に
出
場
し
た
佐
賀
工
高

電
気
科
３
年
の
高
祖
拓
実
さ
ん
（
神
埼

市
）
が
金
賞
を
受
賞
し
た
。
県
内
か
ら

の
金
賞
は
４
年
ぶ
り
。
高
祖
さ
ん
は「
学

校
と
か
で
表
彰
を
受
け
る
に
つ
れ
て
実

感
が
湧
い
て
き
た
」
と
喜
ん
だ
。

　
大
会
は
７
月
末
か
ら
８
月
に
か
け
て

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
、
電
気
工
事
や
機

械
製
図
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
な
ど
15
種
目
に

４
４
３
人
が
全
国
か
ら
出
場
し
た
。
県

内
か
ら
は
６
人
が
参
加
し
て
４
人
が
入

賞
。
高
祖
さ
ん
の
ほ
か
、
木
材
加
工
で

産
業
技
術
学
院
木
工
芸
デ
ザ
イ
ン
科
２

年
の
松
尾
冬
弥
さ
ん
（
武
雄
市
）
が
銀

賞
、
電
気
工
事
で
同
電
気
シ
ス
テ
ム
科

２
年
の
野
中
柊
里
（
し
ゅ
う
り
）
さ
ん

（
鹿
島
市
）
が
銅
賞
を
受
賞
。
機
械
製
図

で
は
同
機
械
技
術
科
２
年
の
吉
武
澄
人

さ
ん
（
小
城
市
）
が
敢
闘
賞
だ
っ
た
。

　
４
人
は
４
日
、
全
国
入
賞
を
山
口
祥

義
知
事
に
報
告
し
た
。
山
口
知
事
は「
も

の
づ
く
り
“
大
県
”
を
目
指
し
て
い
く

の
で
、
将
来
は
県
内
で
頑
張
っ
て
」
と

激
励
。
高
祖
さ
ん
は
「
電
車
の
電
気
設

備
で
、
多
く
の
人
を
支
え
ら
れ
る
人
材

に
な
り
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

◆
２
０
１
９
年
9
月
11
日

金
持
さ
ん（
唐
津
市
出
身
）世
界
選
手
権「
金
」

ろ
う
者
大
会
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

２
年
後
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
活
躍
誓
う

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
８
月
に
開
か
れ
た
「
世
界

ろ
う
者
水
泳
選
手
権
」
で
、
２
０
０
メ
ー

ト
ル
背
泳
ぎ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
唐

津
市
出
身
の
金
持
義
和
（
か
な
じ
よ
し
か

ず
）
選
手
（
25
）
＝
大
阪
府
・
Ｊ
Ｓ
Ｓ
深

井
所
属
＝
が
５
日
、唐
津
市
役
所
を
訪
れ
、

成
績
を
報
告
し
た
。
計
７
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、“
地
元
凱
旋
”
を
果
た
し
た
。

　
大
会
は
８
月
25
～
31
日
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
で
開
催
。
金
持
選
手
は
同
種
目
を

２
分
08
秒
25
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
た

ほ
か
、
個
人
背
泳
ぎ
の
50
メ
ー
ト
ル
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
で
銅
を
獲
得
。
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
や
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
も
計

４
個
の
銀
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　
中
江
勉
副
市
長
の
祝
福
を
受
け
、
金

持
選
手
は
「
個
人
種
目
は
す
べ
て
金
を

狙
っ
て
い
た
。
最
後
に
２
０
０
メ
ー
ト

ル
で
金
を
取
れ
て
良
か
っ
た
」
と
い
い
、

「
２
年
後
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
聴
覚
障

害
者
の
国
際
大
会
）
へ
手
応
え
を
得
た
」

と
話
し
た
。

　
金
持
選
手
は
唐
津
商
高
卒
、
大
阪
体

育
大
や
同
大
学
院
で
研
さ
ん
を
積
ん
だ
。

２
０
１
３
年
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
、
50
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
で

世
界
新
の
金
メ
ダ
ル
に
。
17
年
の
同
大
会

（
ト
ル
コ
）
は
計
７
つ
の
銀
、
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
。
15
年
、
米
国
の
世
界
選
手
権
で

も
個
人
背
泳
ぎ
の
50
、
１
０
０
、２
０
０

メ
ー
ト
ル
を
制
し
て
い
る
。

　
久
々
の
帰
郷
に
「
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

お
い
っ
子
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
み
」
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
を
見
せ
た
。

◆
２
０
１
９
年
9
月
10
日

日
本
郵
便
社
員
が
高
齢
世
帯
見
守
り

上
峰
町
と
契
約

　
三
養
基
郡
上
峰
町
と
日
本
郵
便
九
州

支
社
は
17
日
、「
郵
便
局
の
み
ま
も
り

サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
に
つ
い
て
契
約
を

締
結
し
た
。
日
本
郵
便
の
社
員
が
町
内

の
高
齢
者
世
帯
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

確
認
し
た
健
康
状
態
や
生
活
状
況
を
家

族
や
町
に
連
絡
す
る
。
日
本
郵
便
が
こ

の
サ
ー
ビ
ス
で
自
治
体
と
契
約
を
結
ぶ

の
は
九
州
で
初
め
て
。

　
高
齢
者
宅
を
月
に
１
回
訪
れ
、
体
調

や
食
事
の
有
無
、
外
出
状
況
な
ど
最
大

10
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
メ
ー
ル
な
ど

で
家
族
ら
に
伝
え
る
。

　
町
は
高
齢
者
福
祉
事
業
の
一
環
で
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。
対
象
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
す
約
２
０
０
世

帯
で
、
無
料
で
利
用
で
き
る
。
町
は
当
初

予
算
に
66
万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
本
年

度
は
20
件
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
町
役
場
で
契
約
締
結
式
が
あ
り
、
出
西

信
治
支
社
長
は
「
高
齢
者
と
家
族
、
町
を

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、武
広
勇
平
町
長
は
「
住

民
か
ら
の
信
頼
が
厚
い
郵
便
局
と
契
約
を

結
べ
て
あ
り
が
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
自
治
体
と
の
契
約
は
こ
れ
ま
で
全
国

で
10
件
あ
り
、
上
峰
町
が
11
件
目
。

◆
２
０
１
９
年
５
月
18
日

鹿
島
市

鹿
島
の
２
酒
造
メ
ー
カ
ー
、
農
業
法
人

設
立
へ

景
観
保
持
、
若
い
担
い
手
育
成
、
原
料

も
確
保

　
鹿
島
市
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
富
久
千
代

上峰町

人口 男4,608人 女5,002人

高齢者見守りサービスで契約を締結
した日本郵便九州支社の出西信治支
社長（左）と上峰町の武広勇平町長

唐津市

人口 男57,369人 女64,521人

世界ろう者水
泳選手権での
金メダルを手
に笑顔を見せ
る金持選手

神埼市

人口 男15,245人 女16,443人

メダルを手にして笑顔を見せる入
賞者。左下から時計回りに高祖さ
ん、野中さん、吉武さん、松尾さ
ん＝佐賀県庁

鹿島市

人口 男13,773人 女15,401人

酒米を作るる畑を見学する飯盛さ
ん（右端）ら

金賞を受賞した高祖拓実さん。
山口祥義知事に大会の報告をし
た

飲食店の壁を彩る巨大壁
画。本田雅啓さんの作品

「ホシゾラ」を原画にして
いる＝福岡市博多区博多
駅前２丁目
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酒
造
と
矢
野
酒
造
が
、
農
業
法
人
「
蔵

ア
グ
リ
・
ラ
ボ
」
を
４
月
に
も
設
立
す

る
。
農
業
の
若
い
担
い
手
の
育
成
と
景

観
保
持
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
が
目
的

で
、
酒
の
原
料
で
あ
る
米
の
確
保
も
狙

う
。
地
元
農
家
と
協
力
し
、
初
め
て
の

酒
米
作
り
に
挑
戦
す
る
。
将
来
、
法
人

運
営
の
中
核
を
担
う
人
材
も
募
集
し
て

い
る
。

　
鹿
島
市
で
は
日
本
酒
造
り
に
適
し
て

い
る
山
田
錦
を
生
産
。
近
年
は
農
家
の

高
齢
化
や
若
者
の
流
出
が
目
立
ち
、
富

久
千
代
酒
造
の
飯
盛
直
喜
社
長
は
「
地

元
産
の
米
で
日
本
酒
を
造
っ
て
い
く
こ

と
に
不
安
を
感
じ
た
」
と
話
す
。

　
飯
盛
社
長
に
農
業
法
人
に
つ
い
て
打

診
を
受
け
た
矢
野
酒
造
の
矢
野
元
英
常

務
取
締
役
は
「
酒
を
造
る
上
で
、
米
作

り
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
原
料
か
ら

作
る
こ
と
で
、
表
現
し
た
い
味
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
」
と
話
す
。

　
農
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
市
の
農

業
委
員
会
は
鹿
島
市
三
河
内
広
平
を
候

補
に
挙
げ
た
。
標
高
４
０
０
、５
０
０

メ
ー
ト
ル
あ
る
広
平
は
石
積
み
さ
れ
た

棚
田
が
広
が
り
、
景
観
に
魅
せ
ら
れ
て

決
定
し
た
。
広
平
地
区
の
住
民
の
平
均

年
齢
は
70
歳
を
超
え
、
田
畑
を
手
放
す

人
も
多
く
な
っ
て
い
た
。

　
酒
米
作
り
の
た
め
に
農
地
を
貸
し
た

地
元
農
家
の
巨
瀬
茂
行
さ
ん（
71
）は「
酒

米
作
り
は
初
め
て
で
不
安
も
あ
る
が
、

一
緒
に
農
業
を
や
ろ
う
と
言
っ
て
く
れ

る
若
者
の
存
在
は
あ
り
が
た
い
」
と
話

す
。

　
初
年
度
は
広
さ
約
20
ア
ー
ル
の
畑

で
、
山
田
錦
、
鍋
島
、
ゆ
め
し
ず
く
の

栽
培
を
始
め
る
。
畑
は
こ
れ
ま
で
５
年

間
使
用
し
て
お
ら
ず
、
畑
の
状
態
を
探

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　
畑
の
拡
大
を
視
野
に
入
れ
、
農
業
法

人
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
若
い
担

い
手
を
募
集
し
て
い
る
。
３
人
は
「
一

緒
に
勉
強
し
な
が
ら
主
体
的
に
動
い
て

い
く
れ
る
人
が
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

初
年
度
は
富
久
千
代
酒
造
に
勤
務
し
て

も
ら
い
、
酒
造
り
の
過
程
を
追
い
な
が

ら
、
農
業
法
人
の
仕
事
を
進
め
て
い
く
。

　
飯
盛
社
長
と
矢
野
常
務
取
締
役
は「
こ

こ
で
作
っ
た
酒
米
で
日
本
酒
が
完
成
す

る
の
は
先
に
な
る
が
、
酒
か
す
な
ど
を

利
用
し
た
加
工
品
も
手
掛
け
て
い
け
た

ら
。
将
来
的
に
は
野
菜
の
生
産
に
も
取

り
組
み
農
業
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
計
画
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
農
業
法
人
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

富
久
千
代
酒
造
、電
話
０
９
５
４（
６
２
）

３
７
２
７
。

◆
２
０
１
９
年
3
月
15
日

文
様
鮮
や
か
染
め
の
極
み

城
島
守
洋
さ
ん
里
帰
り
展
、
Ｎ
Ｙ
出
品

作
な
ど
60
点

伝
統
的
な
染
め
物
の
技

　
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
昨
年
個
展
を
開

い
た
城
島
守
洋
さ
ん
（
65
）
＝
小
城
市

＝
の
里
帰
り
展
が
17
日
、
佐
賀
市
の
県

立
美
術
館
で
開
幕
し
た
。
五
月
の
ぼ
り

な
ど
の
伝
統
的
な
染
め
物
の
技
を
ベ
ー

ス
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
チ
ー
フ
の
文
様

を
鮮
や
か
な
色
合
い
に
染
め
上
げ
、
極

彩
色
の
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。
入

場
無
料
、
21
日
ま
で
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
展
は
、
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
の
一
環
と
し
て
「
日
米
の
架
け
橋

︱
祝
い
を
彩
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

た
。
里
帰
り
展
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
品

作
に
加
え
て
、
近
作
や
城
島
さ
ん
の
学

生
時
代
の
油
彩
の
大
作
な
ど
約
60
点
を

集
め
て
い
る
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
好
評
だ
っ
た
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
「
わ
ら
び
」
を
佐
賀
県
に
寄
贈

し
た
。
山
口
祥
義
知
事
は
「
城
島
さ
ん

は
近
年
、
表
現
者
と
し
て
覚
醒
し
た
感

じ
が
す
る
。
挑
戦
な
く
し
て
伝
統
な
し
。

そ
の
本
流
に
小
城
が
、
佐
賀
が
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
城
島
さ
ん
は

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
改
め
て
、
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
会
場
の
床
に
は
、
伝
統
的
な
文
様
を

鮮
や
か
に
染
め
た
68
セ
ン
チ
四
方
の

マ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
、
壁
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
約
50
点
と
と
も
に
、
色
と
色
が
ぶ

つ
か
る
空
間
に
仕
立
て
た
。
神
社
に
奉

納
す
る
龍
の
天
井
画
（
５
メ
ー
ト
ル
×

３
メ
ー
ト
ル
）
も
展
示
し
て
い
る
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
招
か
れ
た
牛
津
こ

ど
も
の
森
の
園
児
た
ち
は
、
会
場
に
入

る
な
り
「
な
に
こ
れ
っ
！
　
す
ご
い
」

と
声
を
上
げ
、
マ
ッ
ト
の
柄
に
合
わ
せ

て
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
ス
キ
ッ
プ
し
た

り
と
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

◆
２
０
１
９
年
７
月
18
日

大
町
町
長
選

現
職
水
川
氏
、
無
投
票
で
再
選

■
1
期
目
を
ど
う
振
り
返
る
。

　
公
約
に
し
て
い
た
財
政
再
建
で
は
、

70
億
円
近
く
あ
っ
た
町
の
借
金
を
53
億

円
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
副

町
長
を
置
か
ず
に
町
長
給
与
を
カ
ッ
ト

し
、
公
用
車
を
廃
止
す
る
「
身
を
切
る

極彩色の空間ではしゃぐ子どもたち＝佐
賀市の県立美術館

床に敷き詰められたマットの上でスキッ
プする子どもたち

ニューヨークで好評だった作品「わらび」
を佐賀県の山口祥義知事（右）に寄贈す
る城島守洋さん

小城市

人口 男21,452人 女23,760人

こども園の子どもたちも招いたテー
プカット

大町町

人口 男2,990人 女3,474人

無投票で再
選の水川一
哉氏

病院や薬局、戸建てやマンションまで
新築・増築・改築など、お気軽にどうぞ

株式会社  三洋建設

代表取締役

〒812-0015 福岡市博多区山王 2-1-10
TEL 092-483-8411　FAX 092-483-8412

嘉 村 洋 介
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改
革
」
も
進
め
た
。
町
民
が
強
く
求
め

た
ス
ー
パ
ー
誘
致
も
実
現
で
き
、
6
月

に
開
店
す
る
見
通
し
だ
。
反
対
も
あ
っ

た
町
立
病
院
の
民
営
化
は
、
存
続
に
不

可
欠
だ
っ
た
建
て
替
え
が
今
の
財
政
状

況
で
は
難
し
か
っ
た
。
若
い
世
代
に
大

き
な
借
金
は
残
せ
な
い
。
存
続
可
能
な

町
に
す
る
た
め
の
決
断
だ
っ
た
。

■
2
期
目
の
抱
負
と
、
新
た
な
取
り
組

み
は
。

　
1
期
目
に
続
き
「
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
る
。
新
た

に
防
災
無
線
受
信
機
の
全
戸
設
置
や
給

食
費
無
料
化
、
買
い
物
や
通
院
を
支
え

る
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
考
え
た
い
。
医

療
費
助
成
な
ど
の
子
育
て
支
援
、
人
口

増
を
目
指
す
民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
費

補
助
や
子
ど
も
の
転
入
奨
励
金
な
ど
既

存
事
業
も
継
続
す
る
。
農
業
や
商
工
業

振
興
、
高
齢
者
対
策
も
力
を
入
れ
る
。

◆
２
０
１
９
年
4
月
16
日

県
西
部
の
地
域
医
療
拠
点
に
嬉
野
医
療

セ
ン
タ
ー
完
成
式
典

　
２
０
１
６
年
か
ら
移
転
新
築
工
事
が

進
ん
で
い
た
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
の
完

成
を
祝
う
式
典
が
18
日
、
新
し
く
な
っ
た

同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
関
係
者
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
県
西
部
の
地
域

医
療
の
拠
点
や
、
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー

ト
の
新
駅
開
業
を
控
え
た
嬉
野
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
と
し
て
期
待
を

寄
せ
た
。
６
月
４
日
に
開
院
す
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
嬉
野
市
嬉
野
町
下
宿

甲
の
国
道
34
号
沿
い
に
移
転
し
た
。
敷
地

面
積
は
６
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
鉄
骨
造

り
の
８
階
建
て
。
25
診
療
科
で
病
床
数
は

３
９
９
床
（
感
染
症
病
床
４
床
）。
病
床

数
や
診
療
科
の
規
模
は
同
程
度
だ
が
、
７

月
１
日
に
県
南
部
医
療
圏
で
は
初
め
て
と

な
る
「
緩
和
ケ
ア
病
棟
（
21
床
）」
が
開

設
す
る
。
総
事
業
費
は
約
１
５
０
億
円
。

　
式
典
で
は
河
部
庸
次
郎
院
長
が
「
地

域
の
人
に
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
嬉
野
市
の
村
上

大
祐
市
長
は
「
医
療
セ
ン
タ
ー
と
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
同
市
嬉
野
町
下
宿
丙
に
あ
る
現
在
の

同
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
１
９
７
２
年
に

建
て
ら
れ
た
が
、
老
朽
化
な
ど
に
伴
い

移
転
工
事
が
進
ん
で
い
た
。
移
転
に
伴

い
、
29
日
か
ら
開
院
ま
で
は
外
来
診
療

と
救
急
外
来
を
休
止
す
る
。
入
院
患
者

は
６
月
１
日
に
移
動
す
る
。

◆
２
０
１
９
年
５
月
18
日

伊
万
里
実
業
高
に
一
期
生

伊
農
林
と
伊
商
、
高
校
再
編

１
７
８
人
、
希
望
胸
に
入
学
式

　
県
立
高
校
再
編
で
今
春
開
校
し
た
伊

万
里
実
業
高
（
深
町
俊
善
校
長
）
の
入

学
式
が
10
日
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
脇
田

町
の
商
業
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。
真

新
し
い
制
服
を
着
た
第
１
期
生
１
７
８

人
が
、
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
不
安
を

胸
に
、
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
商
業
科
の
杉
山

遥
菜
さ
ん
が
「
伊
万
里
農
林
高
、
伊
万

里
商
業
高
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
新

し
い
学
校
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
深
町

校
長
は
「
伊
万
里
実
業
の
１
期
生
と
し

て
、
自
信
と
誇
り
を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　
同
校
は
全
日
制
５
学
科
と
定
時
制
の

商
業
科
が
あ
り
、
伊
万
里
商
高
、
伊
万

里
農
林
高
の
在
校
生
と
一
緒
に
商
業

キ
ャ
ン
パ
ス
と
農
林
キ
ャ
ン
パ
ス
に
分

か
れ
て
学
ぶ
。
県
内
の
中
学
、
高
校
で

初
め
て
制
服
に
女
子
生
徒
用
の
ス
ラ
ッ

ク
ス
を
取
り
入
れ
、
１
割
近
く
の
生
徒

が
注
文
し
て
い
る
と
い
う
。

◆
２
０
１
９
年
4
月
11
日

大
イ
チ
ョ
ウ
保
全
へ
隣
接
地
購
入

有
田
町
が
予
算
案

　
佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
は
国
の
天

然
記
念
物
「
有
田
の
大
イ
チ
ョ
ウ
」
の

保
全
に
向
け
、
民
家
が
あ
る
隣
接
地
を

購
入
す
る
。
高
さ
30
・
５
メ
ー
ト
ル
に

届
く
高
所
作
業
車
が
出
入
り
で
き
る
場

所
を
確
保
し
、
生
育
を
管
理
す
る
。
隣

接
す
る
民
家
も
国
の
文
化
財
で
、イ
チ
ョ

ウ
の
枝
が
落
下
し
被
害
を
受
け
て
お

り
、
両
者
を
ど
う
保
全
す
る
か
が
課
題

だ
っ
た
。
今
回
の
措
置
に
伴
い
、
民
家

は
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
町
は
関
連

予
算
案
を
４
日
に
開
会
し
た
議
会
に
提

案
し
た
。

　
大
イ
チ
ョ
ウ
は
国
内
最
大
級
で
、
樹

齢
は
千
年
と
い
わ
れ
る
。
通
り
か
ら
細

い
道
を
入
っ
た
所
に
あ
り
、
30
メ
ー
ト

ル
付
近
の
枝
の
管
理
を
す
る
た
め
の
大

型
高
所
作
業
車
が
入
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
隣
の
民
家
の
下
に
も
根
を
張
り
、

生
育
環
境
の
確
保
や
管
理
が
難
し
い
状

況
だ
っ
た
。

　
一
方
、
民
家
は
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
（
伝
建
）
地
区
に
あ
り
、

文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
一
帯

が
焦
土
と
な
っ
た
１
８
２
８
年
の
文
政

の
大
火
以
前
の
建
物
と
い
う
。

　
大
イ
チ
ョ
ウ
は
強
風
時
に
枝
が
折
れ

て
落
下
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
近
年

で
は
２
０
１
６
年
５
月
、
民
家
の
屋
根

に
穴
を
開
け
、
１
８
年
７
月
の
台
風
で

も
屋
根
瓦
を
破
損
さ
せ
て
い
た
。

　
今
回
の
措
置
は
大
イ
チ
ョ
ウ
の
保
全

が
目
的
。「
大
型
高
所
作
業
車
が
進
入
で

き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
民
家
が
あ
る

場
所
を
確
保
す
る
し
か
な
い
」（
町
文
化

財
課
）
と
し
て
、
約
２
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
町
が
購
入
し
管
理
地
に
す
る
。

民
家
は
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
解
体
が

で
き
な
い
た
め
、
所
有
者
が
敷
地
内
に

曳
（
ひ
き
）
家
（
や
）
を
し
て
移
動
さ

せ
る
予
定
。

◆
２
０
１
９
年
6
月
5
日

嬉野医療センターの完成を記念してテープ
カットを行う代表者＝嬉野市嬉野町

有田町

人口 男9,317人 女10,594人

国の天然記念物
の大イチョウ。
管理地を確保す
るため、西松浦
郡有田町が隣接
地を購入し、民
家は移転するこ
とになった

伊万里市

人口 男26,525人 女28,323人

代表して誓いの言葉を述べる杉
山遥菜さん（マイク前）と新入生

嬉野市

人口 男12,237人 女13,850人

６月４日から開院する嬉野医療
センター

（税理士　4名　・　社会保険労務士1名）

■　福岡オフィス　福岡市中央区清川2丁目1-29-610　　　☎092-534-1323
■　伊万里オフィス　伊万里市立花町1604番地26　　　　　☎0955-23-3131

【事業内容】 ～　初回　ご面談　30分　無料　（資料作成は別途　・　完全予約制　　　～

■　不動産オーナー様のご相談　（　法人化　・　売却時の税金　・　資金収支　・意思決定資料作成　）

■　相続のご相談　（　法人化　・　現況分析　・　納税資金貯蓄対策　・　将来的な収支とスキーム構築）

■　法人の二代目育成　・　事業承継対策　・　法人の株価の把握と対策　・　二代目のマンツーマン勉強会

税理士法人ノリタ
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ア
ー
ト
県
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ー
ト
県
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

第
４
弾

第
４
弾

「
ゾ
ン
ビ
ナ
イ
ト
サ
ガ
」

「
ゾ
ン
ビ
ナ
イ
ト
サ
ガ
」

≪
期　
　

間
≫
令
和
２
年
１
月
31
日
ま
で

≪
上
映
時
間
≫
18
時
半
～
22
時
ま
で
※
最
終
入
場
は
21
時
45
分

≪
入
場
料
≫　

小
学
生
以
上
一
律
5
0
0
円

　
　
　
　
　
　

※
「
特
別
展
示 

佐
賀
の
光
景
」
は
無
料

≪
休
館
日
≫
令
和
元
年
11
月
23
日
（
土
・
祝
）、
12
月
31
日
（
火
）、

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
１
月
１
日
（
水
）

≪
お
問
い
合
わ
せ
≫
ア
ー
ト
県
庁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ガ
テ
レ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

０
９
５
２
ー
２
３
ー
９
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
日
９
時
半
～
17
時
半
）

≪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
≫h

ttp
s://sa

g
a
-a

rt.jp
/zo

m
b
ie

n
ig

h
t/

　

佐
賀
県
庁
の
展
望
ホ
ー
ル
で
は
、

平
成
28
年
か
ら
、
夜
景
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
上
映
し

て
お
り
、
第
１
弾
か
ら
第
３
弾
ま

で
の
累
計
来
場
者
数
は
15
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

第
４
弾
と
な
る
「
ゾ
ン
ビ
ナ
イ

ト
サ
ガ
」
は
、
佐
賀
県
が
舞
台
と

な
っ
た
人
気
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ゾ

ン
ビ
ラ
ン
ド
サ
ガ
」
と
コ
ラ
ボ
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
望
ホ
ー
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
を
ス

ク
リ
ー
ン
に
、
ア
ニ
メ
に
登
場
す

る
ア
イ
ド
ル
「
フ
ラ
ン
シ
ュ
シ
ュ
」

に
よ
る
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
上
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
窓
ガ

ラ
ス
を
タ
ッ
チ
し
て
応
援
す
る
と

フ
ラ
ン
シ
ュ
シ
ュ
の
衣
装
が
変
化

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
床
の
ロ
ゴ
を

踏
む
と
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
県
内

ス
ポ
ッ
ト
が
現
れ
る
仕
掛
け
等
も

あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ
ン
テ

ン
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
展
望
ホ
ー
ル
の
北

側
で
は
「
特
別
展
示　

佐
賀
の
光

景
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ヤ
マ
ガ

ミ
ユ
キ
ヒ
ロ
氏
が
描
い
た
佐
賀
の

風
景
の
鉛
筆
画
に
、
実
際
の
映
像

を
投
射
す
る
こ
と
で
、
朝
か
ら
昼
、

昼
か
ら
夜
、
夜
か
ら
朝
へ
と
移
ろ

い
ゆ
く
時
間
の
流
れ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

武
雄
温
泉
の
楼
門
を
描
い
た
「
月

と
楼
門
」
や
、
有
田
の
町
並
み
を

陶
山
神
社
か
ら
見
下
ろ
す
構
図
で

と
ら
え
た
「
光
景
―
有
田
」、
さ
ら

に
、
佐
賀
を
観
光
と
い
う
視
点
か

ら
リ
サ
ー
チ
し
て
制
作
さ
れ
た
「
光

景
―
佐
賀
三
景
」（
太
良
町
海
中
鳥

居
、
市
村
記
念
体
育
館
、
唐
津
く

ん
ち
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。　

　

ア
ー
ト
な
空
間
を
堪
能
で
き
る

佐
賀
県
庁
の
展
望
ホ
ー
ル
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
こ

と
間
違
い
な
し
。
皆
さ
ま
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ⓒゾンビランドサガ製作委員会
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株式会社 安井建築設計事務所
企画主幹

小島  幸弘さん

福岡市佐賀県人会常任理事

　
　

れ
で
地
元
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
鳥
栖
を
世
界
に

紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
と
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。

佐
賀
に
イ
イ
も
の
を

創
り
た
か
っ
た
の
で

す
」。

　

感
無
量
と
ば
か
り

に
語
っ
て
く
れ
た
の

は
、
鳥
栖
市
出
身 

株

式
会
社
安
井
建
築
設

計
事
務
所 

企
画
主
幹

と
し
て
活
躍
す
る
小

島
幸
弘
さ
ん
。

　

2
0
1
1
年
、
小

島
さ
ん
が
設
計
に
携

わ
っ
た
九
州
新
幹
線
新
鳥
栖
駅
が
、
鉄

道
関
連
で
は
唯
一
の
国
際
的
な
デ
ザ
イ

ン
の
大
賞
で
あ
る「
ブ
ル
ネ
ル
賞
」や「
鉄

道
建
築
協
会 

停
車
場
建
築
賞
」
を
受
賞

す
る
な
ど
、
世
界
で
認
め
ら
れ
る
駅
と

な
っ
た
。

　
「『
佐
賀
の
カ
チ
ガ
ラ
ス
』
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
『
未
来
に
羽
ば

た
く
鳥
栖
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
ま
し

た
。
ぼ
く
の
思
い
が
具
現
化
し
、
熱
意

が
実
を
結
ん
だ
瞬
間
は
胸
が
躍
る
思
い

で
し
た
」。

　

な
る
ほ
ど
、
駅
舎
は
鳥
の
翼
を
連
想

さ
せ
る
曲
線
の
フ
ォ
ル
ム
で
躍
動
感
と

ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
様
相
を
呈
し
て
世

界
の
舞
台
に
登
場
し
、
今
や
鳥
栖
の
名

所
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
も
の
づ
く
り
の
尊
さ

　
　

い
こ
ろ
か
ら
、
工
務
店
を
営
ん
で
い

た
お
父
様
の
左
官
と
し
て
の
仕
事
を
目
の

当
た
り
に
し
、子
供
な
が
ら
感
動
を
覚
え
、

も
の
づ
く
り
の
尊
さ
を
学
ん
だ
と
い
う
小

島
さ
ん
。

　
「
父
の
背
中
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
も
の
を
つ
く
り

人
に
喜
ん
で
も
ら
う
。
そ
の
喜
び
の
笑

顔
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
、
ま

た
頑
張
れ
る
。『
人
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
』『
も
の
づ
く
り
の
喜
び
』
が
そ
の

時
か
ら
身
に
付
い
て
い
っ
た
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
建
築
設
計
の
仕
事
を
目

指
し
た
の
は
ぼ
く
に
と
っ
て
必
然
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
ね
」。

　

小
学
生
の
時
か
ら
大
好
き
な
プ
ラ
モ

デ
ル
を
次
々
と
完
成
さ
せ
、
達
成
感
を

掌
握
し
て
い
た
小
島
さ
ん
に
と
っ
て
、

お
父
様
同
様
“
も
の
づ
く
り
”
は
、
ご

自
身
の
生
き
方
そ
の
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ま
さ
に
念
願
叶
い
、
熊
本
大
学
工
学
部

建
築
学
科
卒
、
大
学
院
を
卒
業
後
、
株
式

会
社
安
井
建
築
設
計
事
務
所
に
入
社
。

　
「
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
設
計
を
主
体
と
す
る
安
井

建
築
設
計
事
務
所
は
、
全
国
に
3
5
0

人
有
す
る
社
員
の
う
ち
設
計
者
は
約

2
0
0
人
。
公
共
施
設
、
空
港
、
病
院
、

駅
舎
や
駅
ビ
ル
な
ど
大
型
の
設
計
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
社
の
大
阪
で
設

計
を
メ
イ
ン
に
10
年
間
勤
め
、
そ
の
後

九
州
事
務
所
に
転
勤
し
て
か
ら
は
、
設

計
、
企
画
提
案
、
工
事
監
理
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
大
阪
の
設
計
担
当
時

代
に
『
新
鳥
栖
駅
』
の
設
計
と
い
う
仕

事
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
青
天
の

霹
靂
、
大
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
『
鉄
道

の
街
、
鳥
栖
を
鉄
で
表
現
し
た
い
』
と

い
う
思
い
が
実
現
し
た
の
で
す
」。

　

小
島
さ
ん
は
持
ち
味
を
発
揮
し
、
実
績

の
伴
っ
た
仕
事
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

完成直後の新鳥栖駅に新幹線入線した様子

「こ

幼
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地
元
大
好
き
！

　
　

る
く
元
気
な
小
島
さ
ん
の
周
り
に

は
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
元
気
の
源
は
ど
こ
か
ら
く
る
の

だ
ろ
う
。

　
「
地
元
愛
で
す
。
地
元
が
大
好
き
な
の

で
す
」
と
高
校
時
代
の
思
い
出
を
話
し

て
く
れ
た
。
地
元
の
田
代
小
・
中
学
卒

業
後
、
東
明
館
高
校
へ
2
期
生
と
し
て

入
学
し
た
小
島
さ
ん
は
、

「
入
学
当
初
、
学
習
面
で
は
み
ん
な
に
つ

い
て
い
く
た
め
に
必
死
で
し
た
よ
。
そ

れ
と
同
時
に
始
動
し
た
ば
か
り
の
東
明

館
の
伝
統
を
僕
た
ち
が
創
り
上
げ
て
い

く
立
場
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
、

学
友
み
ん
な
が
尊
い
使
命
感
に
駆
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
自
分
た
ち
が
創
り

上
げ
る
と
い
う
快
い
使
命
感
で
し
た
」。

「
学
校
の
先
生
方
の
熱
心
さ
、
勉
強
に
励

む
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
は
刺
激
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
は
大
切
な
思
い

出
で
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
は
野
球
部
で
し
た
が
、
当

初
人
数
も
お
ぼ
つ
か
な
い
弱

小
チ
ー
ム
で
し
た
。
で

も
そ
の
弱
小
チ
ー
ム

が
一
丸
と
な
っ

て
日
々
努
力

を
重
ね
、
つ
い
に
は
佐
賀
県
41
校
が
出
場

す
る
県
大
会
で
勝
利
し
ま
し
た
」。

　

東
明
館
開
校
後
わ
ず
か
の
期
間
で
素

晴
ら
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
と
い
う
伝

統
を
築
い
た
の
だ
。

「
地
元
に
い
れ
ば
こ
そ
味
わ
え
た
達
成

感
。
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
」。

　
　
人
が
好
き
！

　
　

任
感
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

が
し
っ
か
り
身
に
染
み
こ
ん
だ
小
島
さ

「
地
域
の
野
球
部
で
は
、
選
手
と
し
て
ガ

チ
で
や
っ
て
い
ま
す
よ
」。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
と
い
う
小

島
さ
ん
の
、“
ブ
チ
っ
”
と
い
う
肉
離
れ

の
音
が
響
い
て
き
そ
う
だ
。
く
れ
ぐ
れ

も
ご
無
理
な
さ
ら
ず
！

　「
焼
き
鳥
屋
？
」
は

　
　
　
　
　
ぼ
く
の
集
大
成

　
　

来
、
焼
き
鳥
屋
を
す
る
こ
と
が
ぼ

く
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。
人
が
好
き
、

ぼ
く
の
財
産
は
や
は
り
人
と
の
つ
な
が

り
で
す
。
人
に
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
返

し
を
し
た
い
。
楽
し
く
笑
っ
た
り
、
語

り
合
い
、
と
も
に
集
う
、
そ
ん
な
空
間

を
創
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
『
焼
き
鳥
屋
』
と
い
う
表
現
な
の

で
す
。
鳥
栖
だ
け
に
。」
な
る
ほ
ど
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
小

島
さ
ん
ら
し
い
将
来
の
姿
が
浮
か
ん
で

き
そ
う
だ
。

　

い
つ
の
日
か
、『
焼
き
鳥 

こ
じ
ま
』
で

語
り
会
え
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
！

（
取
材
・
文　

紫
園 

来
未
）

ん
は
、「
作
り
上
げ
て
い
く
喜
び
は
一
人

で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
、
役

割
を
果
た
し
て
こ
そ
達
成
感
を
共
有
で

き
る
の
で
す
。
昨
年
は
、
東
明
館
学
園

創
立
30
周
年
大
同
窓
会
の
実
行
委
員
長

を
し
て
体
感
し
ま
し
た
」。

　

え
っ
、
こ
ん
な
に
忙
し
い
の
に
、
よ

く
引
き
受
け
ま
し
た
ね
。「
は
い
、
と
っ

て
も
忙
し
か
っ
た
で
す
よ
。
で
も
、
楽

し
か
っ
た
な
ぁ
。
ぼ
く
は
旗
を
振
る
だ

だ
と
い
う
こ
と
を
日
々
体
感
し
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
か
な
ぁ
、
何
か
依
頼
さ
れ

る
と
断
れ
な
い
ん
で
す
よ
」。

　

人
が
好
き
な
小
島
さ
ん
は
、
現
在
、

地
元
中
学
校
の
P
T
A
の
副
会
長
を
務

め
て
お
ら
れ
る
。
中
学
時
代
は
生
徒
会

長
も
。
そ
こ
で
、
人
が
好
き
過
ぎ
て
断

れ
な
か
っ
た
の
か
現
在
、
県
人
会
常
任

理
事
と
し
て
期
待
の
実
動
部
隊
の
一
員

と
し
て
大
活
躍
中
で
あ
る
。
な
ん
と
奉

仕
の
精
神
が
旺
盛
な
小
島
さ
ん
。

活躍
する
人

「将

地
元
大
好
き
！

 
　 
人
と
の
つ
な
が
り
、

　
　 
そ
れ
が
ぼ
く
の
財
産
で
す

け
、
み
ん
な
さ
ん
が
優
秀
で
す
か
ら
ね
」

と
さ
ら
っ
と
流
す
小
島
さ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
評
価
し
、
人
を
大
切
に
し
、

尊
重
し
て
い
る
姿
勢
が
小
島
さ
ん
の
魅

力
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
責
任

あ
る
仕
事（
？
）を
引
き
受
け
す
ぎ
で
は
、

と
の
心
配
は
、
い
ら
ぬ
お
世
話
な
の
か
。

　
「
能
力
あ
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。

人
が
好
き
な
ん
で
す
。
み
ん
な
忙
し
い

け
ど
元
気
な
人
が
自
発
的
に
集
ま
っ
て
、

好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
で
本
領
を

発
揮
し
て
、
事
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
の

明

責
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小 野 　 禎 佐 賀 市 日本航空㈱　福岡地区販売部　グループ長 永原　聖也　様
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本 田 寿 一 伊 万 里 市 ㈱エド建　社長 田原　克芳　様
鶴 田 　 直 唐 津 市 ㈱九州リアライズ　社長 小栁　健兒　様
矢 野 　 栄 鳥 栖 市 久光製薬㈱　本社総務部長 小島常任理事
森　崎　亜紀子 三 根 町 久光製薬㈱　ＣＳＲ推進室長 小島常任理事
遠 江 　 実 小 城 市 九州電力㈱　経営監査室 長野副会長
野 中 義 文 九州電力㈱　経営監査室 長野副会長
末 藤 秀 男 武 雄 市 西日本電気鉄工㈱ 長野副会長
中 村 直 樹 み や き 町 九州電力㈱　ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ戦略部門　部長 長野副会長
森 﨑 芳 廣 誠新産業㈱　社長 長野副会長
中 澤 尚 文 佐 賀 市 誠新産業㈱　理事部長 長野副会長
樋 口 和 久 神 埼 市 誠新産業㈱　部長 長野副会長
森 　 忠 士 伊 万 里 市 ㈱日立製作所　九州支社　部長 長野副会長
原 　 和 久 佐 賀 市 ㈱ニーズ　　保険部　課長
山 口 幸 則 太 良 町 ㈱オープンハウス　　社長 清村常任理事
渡 邊 　 耕 唐 津 市 アスタスク㈱　社長 東常任理事
松 岡 勢 子 み や き 町 小料理家　せいこ ＨＰより
坂 下 善 人 多 久 市 ㈱日立製作所　九州支社　部長 長野副会長
田 中 正 勝 有 田 町 九州電力㈱　ビジネスソリューション統括本部 長野副会長
庄　司　雄一郎 佐 賀 市 九州電力㈱　ビジネスソリューション統括本部 長野副会長
小 野 信 介 佐 賀 市 九州電力㈱　ビジネスソリューション統括本部 長野副会長
田 畑 教 利 佐 賀 市 西日本電気鉄工㈱　鳥栖工場 長野副会長
堤 　 忠 彦 柳 川 市 ㈱富士ピー・エス　社長 長野副会長
塚 本 義 孝 伊 万 里 市 ㈱富士ピー・エス　顧問 長野副会長
川 﨑 良 介 白 石 町 ㈱九電ハイテック　常務 長野副会長
川 原 公 玄 佐 賀 市 佐賀銀行　営業支援部 井上　忠夫　様
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製作　福岡市佐賀県人会広報部会

　
今
年
は
、
台
風
、
大
雨
な
ど
記
録
的

自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
ふ
る
さ

と
佐
賀
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
で
も
早
い
復
旧
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
広
告
や
協
賛
品
の
ご
提
供
を

戴
き
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編  

集  

後  

記
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福岡市佐賀県人会 検 索
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「このまちで、あなたと・・・
　地域の活力を未来へつなぐ銀行」
　　　　　　　　　　 を目指して

「このまちで、あなたと・・・
　地域の活力を未来へつなぐ銀行」
　　　　　　　　　　 を目指して
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